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京都市内遺跡立会調査概報

平成7年度

京都市文化市民局



序

山紫水明の恵まれたまち京都は，今，永い歴史の積み重ねを経て，平安京

遷都1200年より21世紀に向かっての歴史の大きな節目の中にあります。

この文化豊かな京都のまちの埋蔵文化財は，先史時代より時代ごとに積み

重ねられた複合した遺跡の中にあり，それらは当時の文化や生活様式を明ら

かにするもので，わが国の歴史や文化の発展を知ることが出来る貴重な国民

共有の財産であると認識を致しております。

バブル経済の崩壊後，一旦，土木工事等の開発件数は減少したものの，近

年また増加の傾向にあります。各種開発に伴う土木工事につきましては事前

に発掘調査・立会調査・試掘調査などの調査を実施し，保存の措置が図れる

場合は遺跡を保護し，そうでない場合は記録による保存を行っております。

そしてこれらの調査で得られた貴重な歴史資料を後世に伝え，活用してゆく

責務があると考えております。

本書は，京都市力罫文化庁の国庫補助を得て平成7年度に実施した埋蔵文化

財調査の概要報告書であります。

発掘調査及び立会調査につきましては，財団法人京都市埋蔵文化財研究所

に委託したものであり，試掘調査につきましては京都市埋蔵文化財調査セン

ターが実施したものであります。

最後になりましたが，各調査にご理解とご協力をいただきました市民の皆

様及びご指導とご助言をいただきました関係者の方々に心よりお礼を申し上

げますと共に，本書が京都の歴史を知るための資料としてお役立ていただけ

れば幸甚に存じます。

平成8年3月

京都市文化市民局

局長山田 富 男
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本書は京都市文化市民局が財団法人京都市埋蔵文化財研究所へ委託して実施した、文化庁国

庫補助事業による平成7年度の京都市内遺跡立会調査概要報告である。

本書の執筆は、文末に執筆者を記した。

整理作業および本書の作成には、執筆者の他に以下の者が参加した。

北川和子、近藤章子、端美和子、宮下則子

写真撮影は、村井伸也、幸明綾子が担当し、遺跡の一部は調査担当者が行った。

遺物復原は、出水みゆき、角村幹雄、多田清治、田中利津子、中村享子､村上勉力罰担当した。

本書で用いた土壌色名は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修の「新版標準土色帖」に

準じた。

本書に使用した遺構の略記号は、奈良国立文化財研究所の用例に従った。

測量基準点は、京都市遺跡発掘調査基準点を使用し、調査における測量基準点の設置は、辻

純一、宮原健吾が行った。本書中で使用した方位および座標の数値は、平面直角座標系Ⅵに

よる。また、標高はT.P.(東京湾平均海抜高度）による。

本書で使用した地図は京都市長の承認を得て同市発行の都市計画基本図(縮尺:1/2,500)

を複製して調整したものである。
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地区設定図
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I調査の概要

本書は、当研究所が1995年1月4日から3月31日（平成6年度）と1995年4月3日から12月28

日（平成7年度）までに実施した、国庫補助を伴う立会調査の成果をまとめた調査概報である。

調査の総件数は496件で、京都市内を11地区に区分した場合のそれぞれの調査件数は以下のとお

りである。

地区名 1～ 3月 4～12月 計 地区名 1～ 3月 4～12月 計

平安宮(HQ) 27 60 87 南・桂地区(MK) 7 7 14

平安京左京(HL) 26 98 124 洛東地区(RT) 9 48 57

平安京右京(HR) 25 52 77 鳥羽地区(TB) 12 28 40

洛北地区(RH) 4 14 18 伏見･醍醐地区(FD) 1 16 17

太秦地区(UZ) 2 7 9 長岡京地区(NG) 6 14 20

北白川地区(KS) 8 25 33 計 127 369 496

本書では、12件の調査で検出した主要な遺構、遺物について本文に掲載し、それ以外について

は調査一覧表にまとめた。ここではその成果の概要を地区別に述べる。

平安宮(HQ)豊楽院跡では2件の調査成果を報告する。1件(94HQ513)は、豊楽殿の

東部に位置する栖霞楼跡の調査で、壇上積基壇の凝灰岩延石を原位置を保った状態で検出した。

この基壇建物は、豊楽殿に取り付く回廊の一部なのかどうかは現時点では断定できないが、栖霞

楼の建立時期に関わる資料である。もう1件(95HQ197)は、栖霞楼の調査地から道を挟んだ

東側で、豐楽院の東面築地推定位置である。この調査では、築地部分は削平をうけていたが同側

溝を検出した。この2件の調査成果は、豐楽院の範囲、建物配置を解明するうえでの貴重な資料

である。なお、1987年の調査では豊楽殿の基壇を発見しており、平安宮のなかでも当地域には遺

構が良好に残存すること力司あらためて明らかになった。内裏跡の調査(94HQ393)では、内裏

南面の道路推定地で、整地層である遺物包含層を検出しており、出土した平安時代前期の土器類

を掲載した。

平安京左京(HL)三条四坊十三町の調査(95HL243)では、近世の茶道用陶磁器類が土

壌内から多量に出土した。過去に当地域で実施した2回の調査でも多くの陶磁器が出土しており、

当地域にこれらの製品を扱う商家があったことが実証された。また、出土した陶磁器類は、生産

地と消費地を結ぶうえでの資料となる。今回は、その一部を掲載した。また、主要な出土遺物と

しては、四条四坊十四町の調査(95HL275)で、平安時代の土器類が出土した。烏丸綾小路遺

跡・六条二坊十二町の調査(95HL199)では、流路跡より弥生時代から古墳時代にかけての土

器が出土した。

－1－



平安京右京(HR)二条三坊二町の調査(95HR61)では、大炊御門大路北側溝を検出して

おり、九条一坊十五町の唐橋遺跡の調査(95HR210)では、古墳時代の流路から土器類が出土

している。（調査一覧表参照）

洛北地区(RH)北野遺跡の調査(95RH39)では、奈良時代の東西溝を検出した。この遺

跡は一部北野廃寺と重複しており、いまだに謎の多い北野廃寺の歴史的流れの解明に繋げたい。
註

また、室町殿跡の調査(95RH211)では、庭石を1個検出しており、1986年の発掘調査で検出し

た石組遺構に関連する庭園遺構の一部とみられる。（調査一覧表参照）

太秦地区(UZ)常盤東ノ町古墳群・仁和寺院家跡の調査(95UZ255)では、古墳時代・

平安時代の遺構、遺物を検出している。

北白川地区(KS)縄文時代から奈良時代の集落跡である小倉町別当町遺跡の調査(94KS

504)では、縄文時代前期、後期の土器・石器類が遺構に伴って出土しており、他にも飛鳥時代、

室町時代の遺物も出土している。土器資料とあわせて遺跡範囲を確認する成果である。尊勝寺跡・

最勝寺跡・岡崎遺跡の調査(95KS62)では、六勝寺跡の主要道路である二条大路末の南北両側

溝、最勝寺・尊勝寺寺域内の建物基壇の地業、建物の雨落溝、瓦を多量に含む土擴など多くの遺

構を検出した。同じく、最勝寺跡・岡崎遺跡の調査(94KS389)では、最勝寺の東限築地に伴

う溝と考えられる南北溝を検出している。また、得長寿院跡・岡崎遺跡の調査(95KS274.289)

では、平安時代の瓦・土器類が出土している。

鳥羽地区(TB)烏羽離宮跡では、湿地・池・流路状堆積を各所で検出した。過去の調査資

料を集成すれば、より正確な離宮の地形復原も可能である。（調査一覧表参照）

伏見・醍醐地区(FD)伏見城跡の調査(95FD181.288)では、濠状遺構や、古墳時代の

遺物包含層から土器類を検出している。（調査一覧表参照）

南・桂地区(MK)･洛東地区(RT)・長岡京地区(NG)これらについては調査一覧表に

まとめた。

今回は、北白川地区における調査成果が特に多く、内容も貴重であった。北白川一帯から京都

大学構内にかけては、小倉町別当町遺跡、上終町遺跡をはじめ多くの縄文時代の遺跡が点在して

おり、過去の北白川廃寺の調査では、地表下3m以上の深さから縄文時代早期の住居跡や遺物が

発見されており、この遺跡の在り方の認識を改めることが求められた。その意味で、発掘調査ま

でに至らない遺跡地での立会調査の重要性が増し、今回の調査は、遺跡内の空白を埋めるために

も重要なものであった。六勝寺跡の調査では、埋設管の布設工事で遺跡内を長距離にわたって調

査できたことにより数多くの遺構を発見した。この調査は、工事施工計画に合わせて深夜に及ぶ

調査となったが、それに見合う貴重な成果が得られた。（本弥八郎）

註辻裕司「室町殿跡」『昭和61年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財）京都市埋蔵文化財研究

所1989
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11平安宮・京跡

1平安宮豐楽院跡1(94HQ513)

調査経過（図1）

本調査地は、中京区聚楽廻中町44番地に所在

する住宅建設予定地である。建築審査の訂正に

伴い、基礎工事を中断して、1995年2月27日か

ら3月11日まで調査を実施した。当該地は、平

安宮豊楽院栖霞楼跡推定地に位置する。

遺構（図版14．15、図2．3）

調査地の基本層序は、地表下5～30cmが現代

層で、その直下が平安時代の遺構面となる。敷

地は西側が高く、東端と西端では70cm程の比高

鎖灘蕊蕊謝

蕊

差がある。 図1調査位置図(1:5,000)

東半部は、大部分が後世の攪乱を受けており、北辺および南辺で､上面に瓦片を敷きつめた整地

層を検出したにすぎない。西半部は、防空壕跡などの攪乱を受けているものの、良好な状態で壇

上積基壇跡を検出した。基壇跡は、地山を30cmほど削り出し、版築地業を行い構築している。基

壇の化粧に使用した凝灰岩の切石は、後世にほとんど抜き取られていたが、延石が一部遣存して

いた。延石は、長さ45cm以上、幅38cm、厚さ16cmである。小口には調整時に使用した工具の痕跡

が顕著に認められる。延石上面の標高は、42.40mで、基壇跡の現存高は、延石下面から70cm程

確認した。基壇跡北側には、瓦片を敷きつめた整地層が5m以上広がっている。

遺物（図版16,図4）

出土遺物は、大半が整地層からの瓦類であり、なかに緑釉瓦が1点ある。土器類は、9世紀か

ら10世紀に属する土師器小片が少量出土しているにすぎない。平安時代の軒瓦の内訳は、軒丸瓦

が7種21点、軒平瓦は10種19点である。平安時代前期の軒瓦は（1～4．6～8)、中期は（5．

9）である。

単弁十六葉蓮華文軒丸瓦（1）と唐草文軒平瓦（6）は大阪府吹田市岸部瓦窯、複弁八葉蓮華

文軒丸瓦（3）は栗栖野瓦窯、唐草文軒平瓦（7．8）は西賀茂角社西瓦窯、唐草を複線で表す

軒平瓦（9）は小野瓦窯の製品である。複弁四葉蓮華文軒丸瓦（5）は瓦当裏面に布目痕が残る
註1

｢一本造り」で、花弁輪郭線と弁間文の間に箔傷力：あり、豐楽院跡で出土している瓦と同箔であ

る。文字瓦（10）は平瓦凹面に「木工」字が陽刻されたもので、小野瓦窯の製品とみられる。

瓦類には二次的な火熱を受けているものがあり、軒瓦をはじめほとんどが小片となって出土し

ており、整地に利用されたものである。

－3－
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まとめ

今回の調査では、建築基礎の深さの関係で、調査開始面より掘り下げることはできなかったが、

原因者の承諾を得て攪乱部分を一部掘り下げ、豊楽院関連遺構の基壇の一部を検出することがで
註2

きた。検出した延石は、豊楽殿から東へ延びる廊の北縁と推定されるほぼ延長線上で出土した。
註3

さらに束延長線上でも1979年の立会調査で凝灰岩列が検出されていることから、造営当初は北面

廊のみが存在し、のちに栖霞楼が造られた可能性も考えられる。しかしながら調査面積も狭く、

一部断面観察での調査で終了したため、栖霞楼の建立など詳細は不明である。今後の周辺地域で

の調査に期待が持たれる。（伊藤潔・小檜山一良）

註1家崎孝治「平安宮豊楽院跡(HQ65)」『京都市内遺跡試掘立会調査概報昭和63年度』京都

市文化観光局1989

註2鈴木久男「平安宮豊楽院(1)」『平安京跡発掘調査概報昭和63年度』京都市文化観光局1989

註3上村和直「付章30豐楽院跡」『平安宮I京都市埋蔵文化財研究所調査報告第13冊』（財）京

都市埋蔵文化財研究所1995
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西区整地層（1．2．6．9)，排土（3．5．10)，東区整地層(4)，攪乱（7．8）
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2平安宮豐楽院跡2(95HQ197)

調査経過（図1）

本調査は、中京区聚楽廻中町43-11番地に所在し、住宅新築工事に伴って実施した。1995年8

月9･10日に事前調査を行ったところ、瓦を多量に含む溝と土壌を検出したため、8月21日から

9月2日にかけて、建築範囲に調査区を設定して2回目の調査を実施した。

当該地は、平安宮豊楽院の東端部にあたり、東面築地が推定されている箇所である。これまで

の豊楽院の調査では、豊楽殿や栖霞楼の一部が検出され、比較的遺構の遺存状態の良好な地区で

ある。

調査の結果、豊楽院東面築地の外溝と思われる南北方向の溝を検出した。建築基礎の深さの関

係で、江戸時代の深い遺構は底部まで検出していない。

遺構（図版17、図2．5）

調査地の基本層序は、地表面から0.15～0.2mが現代層で、その直下が地山の褐色砂泥層や褐

色砂礫層である。この地山層を掘り込んで平安時代の溝や近世以降の土擴が成立している。

検出した遺構は、平安時代の溝と土擴、小土擴、江戸時代の井戸と土擴である。

溝SD12は幅が0.8～1.1mで深さ約0.5mを測り、長さ4mにわたって検出した。溝はほぼ真

北方向に直線で通り、断面が逆台形を呈している。埋土は褐色砂泥層である。土擴SK7と15に

は多くの瓦が混入し、小土擴5と6も同様であった。これらの遺構からは土器がほとんど出土せ

ず、正確な時期は決め力:たいが、SD12からは平安時代中期の軒丸瓦が出土している。

江戸時代の井戸SE3は方形を呈し素掘りであるが、おそらく井戸枠が壊れたものと思われる。

SK10は底部まで検出していないが、不整形を呈し、掘形は垂直に掘られ、いくつか重複して

いるため土取り穴と思われる。調査区の西部では地山は褐色砂泥層となり、いわゆる聚楽土と呼

’ ’’

H：42．00m

3褐色砂泥6褐色泥砂9褐色砂礫（地山）
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ばれる壁土に適した土層が分布している。

遺物（図版18、図6）

出土遺物は整理箱に65箱を数え、そのほとんどが平安時代の瓦である。他には江戸時代の土器

類が少量ある。平安時代の瓦類には緑釉の軒丸瓦・軒平瓦・熨斗瓦、無釉の軒丸瓦・軒平瓦・丸

瓦・平瓦・噂などがみられる。

平安時代前期の軒瓦は（1～3．8～12)、中期は（4．13～15)、後期は（5～7）である。

緑釉単弁八葉蓮華文軒丸瓦（1）と緑釉唐草文軒平瓦（8）は、豐楽殿や大極殿で出土する緑

釉瓦と同箔で、栗栖野瓦窯で焼かれたものである。単弁蓮華文軒丸瓦（3）は大阪府吹田市岸部

瓦窯、蓮華文軒丸瓦（7）が森ケ東瓦窯産である。複弁蓮華文軒丸瓦（4）は瓦当裏面が磨滅し

不明瞭であるが、裏に布目がある「一本造り」と思われる。唐草文軒平瓦（9．10．12）が西賀

茂角社西瓦窯、唐草を複線で表す軒平瓦（13）が小野瓦窯産である。中心飾りを対向C字形に表

す均整唐草文軒平瓦（14）は池田瓦窯産である。唐草文軒平瓦（15）は備前国分寺や備中国分寺

に類似品がみられ、その付近から搬入されたものである。

まとめ

今調査で検出した南北方向の溝SD12は、平安宮復原図によると、豊楽院東面築地の外側の溝
註

に推定できる。1988年に当地から南へ約150mの地点で南北方向の溝が検出され、東面築地の内

側の溝に推定されている。図面上でこの内溝と外溝の距離を測ると心々で約4mとなり、この間

に築地と犬行が設けられていたことになる。築地本体は江戸時代の土擴や攪乱によって削平され、

検出できなかった。今後の調査に期待したい。

狭い調査面積ながら多量の瓦類が出土し、これらは築地に用いられていた瓦と思われる。しか

し、緑釉瓦も各種まとまってみられるため、豊楽殿の所用瓦が運ばれてきて廃棄された可能性も

ある。 （前田義明）

註家崎孝治「平安宮豊楽院跡(HQ65)」『京都市内遺跡試掘立会調査概報昭和63年度』京都市文

化観光局1989
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3平安宮内裏跡(94HQ393)

調査経過（図7）

調査地は、上京区下立売通千本東入下る中務

町490-112番地で、倉庫建築工事に伴い調査を

実施した。

調査期間は、1994年12月13．14．26日、翌年

1月5日の4日間である。総掘工事のため、観

察できた断面は敷地の周辺のみであった。

当地は、平安宮内裏南側の道路にあたり、現

地形は北から南に向け低くなっている。なお、

土層計測のための仮水準点は、敷地南西角の道

議
蝿f卜忽卿tmに願

路縁石上を±0水準とした。 図7調査位置図(1:5,000)

遺構（図8）

調査地東端のNQ1地点では水準点-23～33cm、西端のNQ2地点では-14～27cmで黒褐色砂泥層

となり、全体的には-50cm前後が無遺物の砂礫層となる｡この黒褐色砂泥層は南壁を除き各断面

全面で確認でき、この土層より平安時代前期の土器類が出土した。

また、この黒褐色泥砂層上面でNol地点では3基、No2地点では2基の土擴を検出し、NO2地

点の土擴からのみ遺物が少量出土した。

遺物（図9）

土師器(I～8)(1～3)は杯Aで、いずれも器壁は薄い。(1)は小型で乳白色、口縁は

屈曲する。（2）は底部外面に指圧痕が多く残り、暗褐色を呈する。（3）は赤褐色を呈する。（4．

5）は皿Aで、（4）は外反気味に立ち上がり、口縁部は強く屈曲し、わずかに肥厚する。（5）

は底部外面に指圧痕が多い。いずれも器壁は薄い。高杯（6～8）は、ヘラケズリによる面取り

を脚部上半に不整に施すが、下半には認められない。面取りを簡略化する段階のものである。胎

土は良好、赤褐色を
No.2北壁

呈する。

緑釉陶器椀（9）

底部はヘラケズリ

で、中央が弓状に窪

む。内面はヘラミガ

GL±0
－

ノ

l0/
~~~~~~~~~－－－－－－~~－－.一.--..~.~----------..-.----.-..--二／

l黒褐色砂泥（混粗砂礫）5黒褐色砂泥（混礫・炭）8暗褐色砂

キを施し、全体に明2黒褐色砂泥(混礫）6黒褐色砂礫(混砂泥）9暗褐色粘土
3黒褐色砂泥（混砂礫）7黒褐色砂礫10暗褐色砂礫

緑色の釉をかける。 4黒褐色砂泥（混礫）

0 1m
軟陶で、乳白色を呈一一一

する。 図8遺構断面図(1:40)
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須恵器蓋（'0）口縁の反りは強く、外面上半部はヘラケズリである。焼成は堅く、胎土は良

好である。色調は暗灰色。

白色土器皿（||）脚付皿で、口縁部を外方へ大きく曲げ、底部に「〈」字に曲がる脚を張り

付け、ヘラナデを施す。底部外面下半はヘラケズリである。内面は全面へラミガキされる。外面

はかなり磨滅している。胎土は精良、乳白色を呈する。

灰釉陶器椀(12)器壁は薄い。釉は淡灰緑色で、内外面にかかる。胎土は磁胎状で、灰白色

を呈する。

まとめ

今回の調査地は、内裏南面の道路位置に推定される。したがって、明確な遺構は検出されなか

ったが、平安時代前期の遺物包含層から土器類が出土した。出土した土器類は細かく割れており、

この包含層は、道路の整地目的に敷かれたとも考えられる。

また、道路部分であるにもかかわらず、この包含層を切り込む土擴を5基検出したことから、

何らかの施設があったとも考えられる。

(尾藤徳行・吉村正親）

､
、
、
、
、フ

ロ－

’一‐‐一二二．Eニニーニニ
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2

フ
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一一
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～ヘーー
･･--.------トー三三三二言二二

二 弐二コ 4

三＝夛 5

7I

8

20cm0
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図9遺物実測図（1：4）
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4 平安京左京三条四坊十三町(95HL243)

調査経過（図10）

調査地は、中京区麸屋町通三条上る下白山町

306-1番地に所在し、マンション建設工事に伴

い、1995年9月12．13日の両日にわたって調査

を実施した。

当地は、平安京左京三条四坊十三町および富

小路に該当する。また、天正18(1590)年の豐

臣秀吉による町割り改編後には、三条通と新た

につけられた麸屋町通に面した町屋の敷地であ

ったと想定される。

…
一

識。慰薩固一■■■

■

鴬

ｍ
Ｊ
Ｌ
岬
劇

・

一

垂
臥
函
鍾
珊

註

当地周辺の三条通に面した2箇所の調査地で 図10調査位置図(1:5,000)

は、近世の茶道用陶磁器類（以下茶陶）が多量に出土しており、今回の調査でも、この時代に関

連した遺構、遺物の検出が期待された。

調査の結果、富小路の路面、茶陶を多量に含む土壌、遺物包含層を検出した。

遺構（図版19,図11．12）

調査開始時には地表下1.1～1.3mま

で削平されており、調査できたのは敷

地南側の掘削断面の一部であった。

検出した遺構は、路面とそれを切り

込む土擴・落込み群である。

基本土層は､機械掘削面下に厚さ0.6

mの路面堆積層力ざあり、以下は、無遺

麩
屋
町
通

f"i｣|
0

0

下向
0･ U

1
qI

|"-li;L二二豐当
西i
蕊｜
肱！

●

中§

基準点

GL－Om

二PフHTIl牛P鴎2行仙

物の暗オリーブ褐色砂礫層となる。図11遺構位置図(1:500)

富小路の路面は、地表下1.4～2.Omの間に計8面（第16･23．24･27～29．33･34層）を確認

した。路面に挟まれた第32層からは、緑釉陶器椀、須恵器甕が出土しているため、第33．34層は

平安時代の路面と推定できる。土擴SK31は、平安時代後期の土師器皿が1片出土しており、条

坊復原図より西へ約2mずれているが、富小路東側溝となる可能性がある。

土擴群は、相互に切り合って成立する。ここでは、近世の茶陶類が出土した土壌、遺物包含層

について述べる。

土塘SKI2地表下1.6mで検出。幅1.1m、深さ0.53m。土壌内部には埋土は少なく茶陶類が

充満する。茶陶類はほぼ原形を保った状態で多量に出土した。

土堰SKI3SK12の東2mの地表下1.3mで検出。東西幅1.6m、深さ0.52m。埋土は、炭混

りの泥土層である。

－12－



土塘SKI4SK13の下層、地表下1.8mで検出。幅1.1m、深さ0.4m以上。埋土は粗砂・炭

が多く混入する暗オリーブ褐色砂泥層である。

遺物包含層IOSK12の上層で検出。厚さ10cmの帯状の遺物包含層で、この層は南へ広がる土

擴の一部になる可能性がある。埋土は炭と明黄褐色粘土が混入する暗灰色砂泥層である。

遺物（図版20～27、図13)

遺物は整理箱で26箱出土した。遺物内容は、近世の茶陶類が大半で、他に平安時代の土器類が

わずかにある。茶陶類は、完形にちかいものや、焼け歪みや焼け損じたものも含まれている。生

産地は備前、信楽・伊賀系、唐津系が主体で、美濃・瀬戸系が若干含まれる。以下に、遺物包含

層10、SK12～14、その他から出土した茶陶類について概説する。

遺物包含層'0整理箱で1箱が出土｡主な遺物は輸入製品の青磁壷､染付椀･皿・鉢・合子(42）

などがある。備前、信楽・伊賀系の水指などの大型品は破片で約16個体分ある。他には茶入(37)、

軟質の緑釉陶器香合蓋（43）・三彩皿（48）がある。

SKI2整理箱で10箱が出土。内容は、水指・花入・建水(1～14)が主で、個体数は水指33

個体、花入21個体、建水13個体である。産地別では、各器種ともほぼ同数であるが、唐津系の花

入、建水は各1個体のみである。他には各産地の茶椀（15)、壷、茶入（38)、灯明皿・蓋（44.

45)、水指蓋、灰器、摺鉢、椀、甕がある。

SKI3整理箱で5箱が出土。大型品(16～21)では、水指15個体、花入4個体、建水4個体

がある。唐津系の水指は6個体である。また完形にちかい唐津系の茶椀（22～25）が18個体ある。

他には各産地の茶入（39)、水指蓋（30)、塩壺（52)、向付、皿、煙管、摺鉢、椀、甕がある。

SKI4整理箱で2箱が出土した。大型品は唐津系の水指、花入が各1点で、同系の茶椀(26)

が11個体、同じく菊形の皿や葉形の向付（27～29）が13個体ある。他には各産地の茶入（36)、

水指蓋（31)、壺(50)がある。

その他に、SK3．6からは茶椀(47)、水指蓋(32)、香合(41)、茶入(34．35)が出土。

5m

3［

9"'m厩調路面
一一一

暗オリーブ褐色砂泥（やや粘質・礫混）

暗灰黄色泥土（砂・礫混）

黄褐色砂泥（礫混多い）

灰黄褐色砂泥（礫混）

灰オリーブ色泥土（微砂・砂・礫混）

灰オリーブ色砂泥（やや粘質・礫混）

灰オリーブ色砂泥（粘質・炭混）

灰オリーブ色細砂（砂泥混）

灰オリーブ色砂礫

暗オリーブ褐色砂礫（地山）

暗オリーブ褐色砂泥（炭多い）

暗灰黄色砂泥（粗砂礫多い）

暗灰黄色砂泥（砂・礫混）

暗オリーブ褐色砂泥（礫混）

オリーブ黒色砂泥（泥土)(砂礫混）

オリーブ褐色砂泥

黄灰色砂泥（砂・礫混多い）

暗灰黄色泥砂（礫混）

黒褐色砂泥（礫混）

暗オリーブ褐色泥土（細砂・礫混）

暗オリーブ褐色砂泥（粗砂礫・炭混）

暗灰黄色砂泥（炭・礫混）

黄灰色泥土（炭混）

暗オリーブ褐色砂泥（粗砂・炭混）

黒褐色砂泥（炭・礫・粘土混）

暗オリーブ色泥砂（礫混多い）

灰オリーブ色砂礫

暗灰黄色砂泥（炭・粗砂礫混多い）

暗灰黄色砂泥

暗灰黄色砂泥（炭・粗砂礫混多い）

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

３
３
３
３
３
３
３
３
３
４

I暗オリーブ褐色砂泥(砂・礫混多い）

2暗灰黄色砂泥（砂・礫混）

3黒褐色砂泥（炭多い・礫混）

4暗オリーブ褐色砂泥（粗砂礫混）

5にぶい黄色砂（粗砂礫混）

6黒褐色泥土（炭・礫混）

7黒褐色砂泥（粗砂礫混）

8オリーブ褐色砂泥（粘質）

9黄灰色砂泥（炭・礫混）

10暗灰黄色砂泥（炭・粘土混）

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

’’

'2

13

14

15

16
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18

19

20

図12遺構断面図（1：50）
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図13遺物実測図（1：4）

SK18からは水指(46)、灰器(51)、甕(49)が出土。機械掘削中の排土からは香合蓋(40)、

水指蓋（33）が出土している。

土師器皿も各遺構から出土しており、（53～61）はSK13、(62～69)はSK14、(70～75)は

SK12、(76～80)は遺物包含層10からである。(53～55，62，63，70，71，76)は手づくねの小

皿、（56,64～66，72，77）は底部内面までヨコナデした皿、その他は底部と体部の境に沈線を

もつ皿である。

各土擴から出土した茶陶類は各種器形からみて、時期差はほとんどなく、また共伴する土師器

の形態や、伊万里焼が見られない事から考えて、17世紀前半に比定できる。

まとめ

今回の調査では、富小路の路面を8面確認し、道路が継続的に利用されていたことが判明した。

しかし、秀吉による町区画再編で成立した町割りが現在まで存続していることを考えると、今回

の調査地はその頃に宅地化されたのであろう。したがって検出された路面は天正18年以前のもの

で、路面を切って成立する土擴・遺物包含層はそれ以降のものと考えられる。

現在の地積測量図をみると、当敷地は下白山町と中之町にまたがるが、調査地点は中之町の地

内にあたる。中之町は元は三条通に面した宅地に成立しており、ここは三条通に南面した町屋の
註

敷地奥にあたると考えられる。過去に行った調査でも、敷地の奥またはそれに近いところで大量

の茶陶類力ざ出土しており、出土場所や出土状況が似ている。今回出土した茶陶類も、地下倉など

の保管場所で破損したのではなく、敷地奥の空地に穴を掘るか、既存の地下施設を利用して投棄

されたものであろう。出土した茶陶類の中には、極端な焼け歪み、焼け損じしたものが多く含ま

れており、商品価値を見い出し得ないと判断し、投棄された可能性力叡高い。 （竜子正彦・本）

註久世康博「平安京左京四条四坊(HL104)」『京都市内遺跡試掘立会調査概報平成元年度』京

都市文化観光局1990

堀内明博「平安京左京三条四坊」『昭和62年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財)京都市埋蔵文

化財研究所1991

↑
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IIIその他の遺跡

1常盤東ノ町古墳群・仁和寺院家跡(95UZ255)

調査経過（図14）

1995年9月26日から10月7日、右京区常盤一

ノ井町5，5－1番地において中古車展示場の

造成工事に伴う調査を行った。

当該地は髪ヶ岡の西南部分に位置し、常盤東

ノ町古墳群・仁和寺院家跡の推定地にあたる。

常盤東ノ町古墳群に関しては、1977年に当地
註1

の北西約200mの地点の発掘調査で円墳3基を

検出している。また仁和寺院家跡に関しては、
註2

1960年に同じく北約850mの地点の発掘調査で

仁和寺南院御堂跡が検出されている。当調査地

でもこれらに関連する遺構、遺物の検出が期待

された。

調査の結果、古墳時代と平安時代の溝を検出

した。

遺構（図15．16）

基本層序は、NQ1地点で地表下0.42mまでが

耕作土層、0.59mまでが暗褐色砂泥の平安時代

から室町時代の遺物包含層、0.59m以下が無遺

物のオリーブ灰色砂泥層である。堆積層は、各

地点で高低差はあるが調査地全域にわたって同

一であり、無遺物層の最も浅い地点は、NO2地

点で地表下0.5m、最も深い地点は、NQ3地点

で0.8mを測る。

検出した遺構は、古墳時代の溝1条(NQ1地

点)、平安時代の溝1条(NQ3地点)、時期不明

の土擴1基(NO2地点）・溝1条(No4地点)であ

る。

Nol地点の古墳時代の溝は、地表下0.59mで

検出した。幅1.33m，深さ0.11m、底面は平坦

－15－

図14 調査位置図 (1:5,000)
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図15遺構位置図(1:1,000)
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図16No.1地点溝断面図(1:40)



で、方向は北北東から南南西である。埋土から土器類、刀子が出土している。No.2地点で検出し

た土壌は、地表下0.5mで幅1.1m、深さ0.19m・埋土からは須恵器が出土している。No.3地点の

平安時代の溝は、地表下0.75mで幅3.0m、深さ0.3m、底面は平坦で固く締まり、5cm大の石が

敷かれたように配されている。溝の方向は北西から南東である。埋土からは土器類力ざ出土してい

る。No.4地点で検出した東西方向の溝は､地表下0.7mで幅0.75m、深さ0.4m以上である。埋土

からは土師器の細片が出土した。

遺物（図17．18）

No.1地点の溝から出土した遺物には、土師器甕、須恵器蓋

(1)･杯身(2)がある。時期は古墳時代後期である。刀子

（3）は茎部を含めて長さ26.7cm、最大幅約2.0cm、峯部の厚

2さ約0.5cmである。

No.3地点の溝から出土した遺物には、土師器皿・甕須恵器
010cm
！‐‐‐‐‐

甕・壷黒色土器皿、灰釉陶器壷がある。いずれも小片で、時

図17遺物実測図（1：4）期は平安時代前期である。他にNo.2地点から出土した須恵器壺

がある力苛、口頸部がなく時期の特定はできなかった。

まとめ

今回の調査で、当調査地に古墳時代後期と平安時代前期の遺構があることが確認できた。

古墳時代後期の溝は、周辺地の発掘調査成果と考え合わせると古墳の周濠の一部の可能性もあ

る。刀子は、本来古墳の副葬品として出土するが溝から出土する例は珍しい。

平安時代前期の溝は、仁和寺院家跡の推定地の南端に位置するが、仁和寺院家の成立は平安時

代中期以降であり、院家と直接関係する遺構ではない。しかし、今回の溝が検出されたことで、

院家成立以前にこの地で人々が生活を営んでいたことが明らかになった。（川村雅章・吉本健吾）

註1鈴木廣司「常盤東ノ町古墳群」『京都市埋蔵文化財研究所概報集1978-1｣(財）京都市埋蔵

文化財研究所1978

註2杉山信三「院の御所と御堂」『奈良国立文化財研究所学報第11冊』奈良国立文化財研究所

1962

図18刀子(3)
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2小倉町別当町遺跡(94KS504)

調査経過（図19）

調査地は、左京区北白川別当町23番地で、マ

ンション建築工事に伴い調査を実施した。

調査期間は、1995年3月14･17．20日の3日

間で、調査地点にNol～5まで番号をつけて調

査を行った。

当地は、縄文時代と飛鳥・奈良時代の小倉町

別当町遺跡にあたる。この遺跡の範囲は北白川

小学校付近から南西に広がっており、調査地周

辺の発掘成果などから考えて、今回も何らかの

遺構の発見が期待された。なお、敷地は西側の

歩道に向けて低くなる。敷地南西の歩道縁石上

醤

騨
畷

鶏

口
汗
幽
汀
性
Ｌ
惨
挫
吹
ｕ
隅
借
幟

鶉蕊蕊
図19調査位置図（1：5,000）

歩道に向けて低くなる。敷地南西の歩道縁石上面を仮水準点士Oとして断面観察を行った。

遣構（図版28、図20･21)

調査地の現地表は、仮水準点から測ると、東側のNQ5地点で+140cmあり、NO1地点で+81cm、

NQ2地点は+35cm、一番西のNQ4地点で+20cmとなる｡以下水準値は､仮水準点からの計測である。

NQ1地点の東側で、±0cmの土層から磨石が

出土した。

NQ2地点で、第2層(+15～-17cm)、第3層白
川

(＋4～-20cm)、第5層(－8～43cm)から縄通
文時代の土器、石器類が出土した。

また-14cmで、幅1.7m、深さ0.5mの土擴か

ら縄文時代の土器、石器が出土した。-55cm以

No．4

竜一一No．2

No.3． ⑪INo.l
一

No.5
－

0 10m
－－

,一±0水準点

図20遺構位置図(1:600)

No．5地点南壁 No.2地点南壁

’

GL±0－ －

3

に黄フ 7

■■■■レーーーI■■■ーq■■■一一一－－－－－－－－－－－一一－一一一一一一－一ﾚー－GL±0－

5黒褐色砂泥（粗砂混）

6黒褐色砂泥（粗砂多い）

7淡黄色粗砂（地山）

｜盛土

2灰褐色砂泥

3褐灰色砂泥

4黒褐色泥砂

I暗オリーブ褐色砂泥

2赤褐色砂泥（粗砂混）

3黒色泥砂（粗砂混）

4黒褐色砂泥（粗砂混）

5灰黒色砂

6灰黒色砂泥

7黒褐色砂

ｍ

’

２０

図21遺構断面図(1:50)
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下は無遺物の粗砂層である。

No.3地点の+22cmで、幅0.6m、深さ1.Omの中央部が深くなる柱穴状の土擴を検出した。埋土

の黒褐色泥砂から縄文時代前期と後期の土器が出土した。

NQ5地点の+26cmで、幅90cm、深さ36cmの土擴を検出した。埋土の灰黒色泥砂層より、縄文時

代後期の甕が出土した。

遺物（図版29～31、図22～25）

遺物の出土地点は、NQ2地点(2～4･8．9．11～18．20～22．25～27．29～31．33．34･

36)、NQ3地点(1･6．7．19)、NQ5地点(5．10･23･24．28･32)である。

縄文時代前期の土器(I～9)

（｜～4）鉢型の一部で縄文地に突帯を張り付けて、突帯の上に半裁竹管の刻み目（3）や縄
註1

文（1．2）を施文する北白川下層IIc式のものと、いわゆる特殊突帯文(4)のIⅡ式のものが

ある。

（5～7）細片で、爪形文が確認できる。（5）は、半裁竹管外側で施文したり字形爪形文で

あろう。（6～7）は爪形文を有するが、細片であり、詳細は不明である。

（8）方向の異なる羽状縄文力:全面に施され、II式の中に入るものであろう。

（9）精製土器浅鉢で、赤彩が施される土器の小片で、2条平行の沈線で文様を入れる。

縄文時代後期の土器（'0～32）

(10～20)はいわゆる摩消縄文系の土器で、いずれも幅1.5cm以上の太い沈線で区画したのち、

縄文を施文している。縄文時代後期初頭の中津式であると考えられる。

（'0）ほぼ球形の胴部に直立する頚部をもち、口縁部がわずかに外反する壺形土器に近い器形

である。口縁部は無文で、文様は胴部上半に横位の縄文帯を上下に配し、空間を渦巻文・三角文

で埋めている。色調は明赤褐色から明黄色である。縄文の撚り方はRLにすべて入る。

（'4）鉢形の口縁部は肥厚し波状に隆起させ、波頭部は耳状に大きくし、そこで口唇部の太い

凹線の動きが止まっている。側面には、凹線による文様を入れ、縄文部と摩消縄文を区画する。

内面は、条痕がみられる。

（'6）縄文はRLで、凹線の中のみ摩り消している。鉢の〈ぴれ部に当たる。

(II～I2．15．|7～|9)2条の凹線に画された、内ないし外を摩り消す。(11･12)は山形口

縁、（13）は平口縁を呈する。（17）はへう描きで区画された幾何学的な文様をもつ。（19）も同

様であろう。

（20）摩消部に条痕が残る。

（21）無文の深鉢で、胴部の屈曲する形態である。中津式か、北白川上層式か判別できない。

（22）幅の狭い2条の平行沈線により文様を施した沈線文系の土器であろう。中津式か、北白

川上層式か判別できない。

（23～32)は北白川上層I･II式に属すると思われるが、過去の出土例の中に類似品をみること

はできなかった。

－18－
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（23．24）（23）は胴部のくびれる波状口縁を有する深鉢で、口縁部が逆「〈」字形状を呈し、

その肥厚した口縁部に文様を有する縁帯文土器である。口唇部に1条の沈線を施し、縄文を施文

する。波頂部外面には、縦方向の条線文を施す。（24）は、（23）の胴下半部である。

（25．26）口縁部が内湾し、端部を指でつまみあげ、小さな波状口縁を持つ深鉢である。外面

には縦方向の条線文を施す。

（27．28）無文の深鉢で（27）は屈曲がみられず、断面が直線的に開く形態である。研磨が顕

著に認められる。（28）は、条痕を横位に施文したもので、口縁部は肥厚する。

（29）小さな波状口縁を呈し、縦方向の平行沈線文を施す。

（30）三角形の刺突三角文が全面に入る。

（31）平底の破片である。

（32）底部より若干外へ反りぎみに大きく開く朝顔形の精製土器深鉢の底部である。明褐色を

呈し、薄手である。内外面ともにミガキがかかる。

石器（33～36）

（33）やや風化の進んだサヌカイト製のスクレイパーである。翼状の大きく剥離した面に、一

部、小刃部を交互剥離によって作り出している。長辺9.0cm、短辺3.6cm｡

／へ．､、h一刀少1生『『

（34）サヌカイト製

の石雛である。平基式

になる形であろうが、

やや不定形になってい

る。刃部の作り出しは

乱雑であり、自然面も

そのまま使用している。

長さ4.5cm、幅3.5cm。

（35）サヌカイト製

の石雛である。全体は

1≦

I聯：#｜ ~

5cm
ハ
川
ｕ
Ｕ
ｌ

▲34

図24石器実測図(1:2)

大きく割り取られた所を片面のみ加工し

て、雛としたものである。長さ2.0cm、

151.7cm・排土中より出土した。

（36）付近で採集できる花崗岩を利用

した磨石である。4面に磨り込んだ痕が

認められる。砥石か、叩き石の一種では

ないかと思われる。長さ23.5cm、幅15.0

c､、厚さ8.Ocm。

まとめ

当調査地の北東部では、梅原未治氏に 図25磨石（36）
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註2註3

よる調査、北白川小学校で発掘調査が行われており、飛鳥時代から平安時代の遺構、遺物を検出
註4

している。さらに北部の上終町遺跡での発掘調査では縄文時代早期の住居跡を発見し、貴重な成

果を得ている。

今回の調査では、主に縄文時代前期・後期の遺構、遺物を多数検出した。遺構の性格は明らか

ではないが、調査できなかった遺構も含め、今回の調査地にはさらに多くの遺構、遺物が存在す

ると考えられる。

また、出土した遺物の破片の大きさ、量などから考えると、川の氾濫などにより運ばれたもの

ではない。これは、当地が生活基盤となる地域であったことを裏付けている。さらに、現在指定

されている遺跡範囲でも示されるように、小倉町別当町遺跡の中心的な位置を占めることも考え

られる。

今後、詳細な発掘調査を行い、当遺跡がさらに明らかになることを期待したい。

（伊藤・尾藤・吉村・竜子）

註l岡田茂弘「縄文文化の発展と地域性一近畿」『日本の考古学II縄文時代』河出書房新社

1965

註2梅原末治「北白川廃寺阯」『京都府史蹟名勝天然紀念物調査報告』第19冊京都府1939

註31994年度発掘調査未報告

註4網伸也「北白川廃寺2」『平成2年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財)京都市埋蔵文化財

研究所1994
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3最勝寺跡・岡崎遺跡(94KS389)

調査経過（図26）

調査地は、左京区岡崎最勝寺町63番地で、京

都市によるグランドなど、公園整備計画に伴い

調査を実施した。当地は最勝寺跡、岡崎遺跡に

該当する。

掘削工事の大半は下水道、グランド排水用の

暗渠であり、その他に植木・トイレ基礎・電線

埋設工事がある。調査は、掘削工事l頂にNolか

らNO17まで地点番号をつけて実施した。なお、

工事施工範囲の東側三分の二部分は1991年に発

…
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掘調査済みである。測量水準点は、道路上のマ 図26調査位置図(1:5,000)

ンホール上面を仮水準点±0とした。以下のマイナス数値は仮水準点からの計測値である。

遺構（図版32、図27．28）

No.2～6･13･17地点で土擴7基、No8地点で溝1条を検出した。

NQ2地点(-36cm)では、無遺物

となる粗砂層を切って､南北幅4.5

m、深さ0.67mの土擴を検出した。

埋土から平安時代の土師器、瓦類、

凝灰岩片が出土した。

NQ3地点(-45cm)では、南北幅

2.1m、深さ0.7mの土擴を検出し

た。埋土から、瓦類が多量に出土

した。

NQ5地点(-38cm)では、南北幅

1.3m、深さ1.0mの土擴を検出し

た。埋土から多量の瓦類が、出土

した。

NQ6地点(-51cm)では、南北幅

1.1m以上、深さ0.35m以上ある

土擴を検出した。埋土から、軒平

瓦3点を含む多量の瓦類が出土し

た。

NQ8地点(-63cm)では、無遺物

I

卿

神
宮
道

二条通

、
和

一

●◆●●●「｜
ｎ
〉京都市美術館

図27遺構位置図（1：1,500）
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し

｜

の粗砂層を切って、幅2.7m､深さ0.8m

の南北溝を検出した。この溝は掘削断面

と直交しておらず、実際には幅約2.5m

である。埋土からは、鎌倉時代の土師器

と軒瓦が出土した。なお、この溝は、調

査地点から4m南側の発掘調査でも確認

されている。

NQ13地点(-50cm)では、幅3.0m、深

さ0.1m以上の土擴を検出した。埋土か

ら軒平瓦が出土した。

NQ17地点(-45cm)では、幅1.0m以上、

深さ0.2mの土擴を検出した。埋土から

No.8地点南西壁

－

－

GL±0

盛土

'2

ｍ

’

２０

｜黄褐色粗砂

2黒褐色砂泥

3暗オリーブ褐色砂泥

4灰黄褐色砂泥

5暗灰黄色砂泥

6明黄褐色粗砂

7黒褐色砂泥

8黒褐色砂泥（粗砂混）

9黄褐色微砂

|Oにぶい黄色微砂

11黄褐色粗砂

'2明黄褐色粗砂

図28遺構断面図(1:50)

瓦類が出土した。

遣物（図29）

出土した軒瓦は、軒丸瓦1点、軒平瓦6点で、時期はいずれも平安時代後期である。他に、瓦

と共に土師器皿もわずかに出土している。軒平瓦の成形技法は、折曲げ式のみで接合式はなく、

すべて山城産である。

単弁十葉蓮華文軒丸瓦(I)中房に蓮子はなく、内区の弁を取り囲むように弁間文が連結し

てめく．る。外区の珠文は小さい。外縁幅は左右は広く、上下は狭くなり、瓦当面は左右に長い楕

円形になる。瓦当裏面に指オサエ痕が多くつく。箔はC型。色調は灰褐色。NQ8地点出土。

三巴文軒平瓦（2）瓦当部右端の破片。内区に右巻巴と左巻巴を配する。瓦当部成形技法は

折曲げ式。色調は明褐色。NO8地点出土。

唐草文軒平瓦（3）中心飾りはなく、左右に均整状に唐草文が展開する。瓦当部成形技法は

折曲げ式で、瓦当裏面に粘土を付加して補強し、横方向の指オサエをする。瓦当部凹面はヘラケ

ズリで、一部内区にいたる。胎土の中心部が黒色、まわりは灰色、外表面は黒いイブシ。砂粒を

多く含む。No6地点出土。この地点から同文瓦が他に1点出土している。

均整唐草文軒平瓦（4）瓦当部右半分の破片。三葉の唐草文が2反転し、界線が唐草文を切

る。瓦当部成形技法は折曲げ式で、文様面に布目痕が残る。瓦当裏面に粘土を付加して補強し、

縦方向にヘラケズリ調整。瓦当部凹面はヘラケズリ。No.6地点出土。

唐草文軒平瓦（5）極端に狭い内区に主葉のみの唐草文、界線の外には小さく密な連珠を配

する。瓦当部成形技法は折曲げ式で、瓦当裏面に共土を付加する。付加粘土の剥離面に縄目タタ

キ痕があり、叩き板による調整が考えられる。文様面には布目痕が残る。胎士は灰黒色、軟質。

NQ13地点出土。

剣頭文軒平瓦（6）剣頭文は大きく、やや不ぞろいである。瓦当部成形技法は折曲げ式で、

布目痕が瓦当裏面にまでみられる。瓦当部凹面を厚くヘラケズリする。胎土は、白色砂粒力罫多く
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図29瓦拓影・実測図（1：4）

灰黒色、軟質。NQ10地点出土。

唐草文軒平瓦（7）瓦当部右半分の破片。唐草文が右から中心部に向けて展開する。瓦当部

成形技法は、鈍角をなす半折曲げ式で、瓦当部裏面に横方向の指オサエ痕が並ぶ。平瓦部凹面に

瓦当箔の打圧による摺曲痕がある。胎土は灰白色で軟質。南庄田瓦窯産。機械掘削中の排土より

出土。

まとめ

岡崎地域は、明治時代には博覧会場、敗戦後は進駐軍の駐屯地となり、その後グランドとして

整備された経過がある。そのため最勝寺の遺構面が著しく削平され、今回のNQ8地点で検出した

南北溝などの深い遺構だけが残存したと考えられる。この溝は、発掘調査での検出分6mを含め

て、約16mの間を確認したことになる。現在、最勝寺の寺域が確定されておらず断言できないが、

最勝寺東限溝の可能性が高い。

また、NQ3･5．6地点の土壌からは、最勝寺に関係すると考えられる多量の瓦類が出土した。
註2

出土した瓦を神宮道での立会調査で出土した瓦の状況と比べると、破片が小さく、後世に耕作な

どの障害物として埋め直した可能性もある。

（尾藤・吉村・竜子）

註1内田好昭他「最勝寺跡・岡崎遺跡」『平成3年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財）京都市

埋蔵文化財研究所1995

註2尾藤徳行・吉村正親「最勝寺跡・岡崎遺跡(94KS257)」『京都市内遺跡立会調査概報平成

6年度』京都市文化観光局1995

－25－



4尊勝寺跡・最勝寺跡・岡崎遺跡(95KS62)

調査経過（図30）

調査地は、左京区岡崎最勝寺町・成勝寺町に

所在する二条通、神宮道、冷泉通西側にかけて

の道路と歩道上で、関西電力埋設管布設に伴い

1995年5月9日から8月9日まで調査を実施し

た。調査範囲は5m間隔に地点番号を付け、そ

れを単位として遺構、遺物の登録基準とした。

当地は、平安時代後期に白河に造営された六

勝寺の中にあり、平安京の二条大路を延長した

二条大路末で尊勝寺・最勝寺の寺域内にも相当

蜜
１
１
１

１Ｉ
１
ｊ
ＪＡ
）肥

一
蕊
嬬
搬
鵜

Ｊ
一
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ

I｡!Q

雲蕊蕊霧
することから、これらに関連した遺構や遺物の 図30調査位置図(1:5,000)

検出力笥予想された。さらに弥生時代から古墳時代の岡崎遺跡の範囲にも含まれる。

調査の結果、二条大路末に関する遺構群、最勝寺と尊勝寺寺域内の建物基壇の地業、大量の瓦

を含む土擴などを検出した。なお、調査は工事掘削範囲内の遺構を確認しながら行い、重要な遺

構や遺物の発見に際しては工事関係者の協力により、部分的に発掘調査に切り替えた。それ以外

は5m間隔ごとに断面観察と計測を行って、旧地形の状況を明らかにすることとした。

遺構（図版33．34，図31～36）

今回の調査で確認した遺構は総数71基あり、古墳時代から江戸時代にわたり、その中でも平安

時代のものが多数を占め、六勝寺に関する建物の地業やそれに関連する瓦溜・土擴などがある。

調査範囲内の基本層序は各地区ごとに異なるが、神宮道の二条通以北から冷泉通まで、冷泉通

の神宮道交差点から西50m間は、現地表下0.25m前後が道路舗装で、次いで厚さ0.2mの近代整

地土、その下が厚さ0.5mの時期不明の褐色泥砂層があり、その下が平安時代の遺構面となる。

それ以外の地区では現地表下0.3m前後が道路舗装、次いで厚さ0.6mの黒褐色泥砂層、厚さ0.2

m程の黒褐色砂泥層、厚さ約0.1mの暗褐色砂泥層、その下が平安時代の遺構面となり砂層は古

墳時代の遺物包含層である。ただ二条通の神宮道交差点より西では、交差点付近で現地表下から

1.3m程でこの士層が確認できるのに対し、それ以外の地点では、現地表下1.85～2.0mでようや

く古墳時代の遺物包含層が確認でき、その層の直上まではいずれも平安時代後期の遺物が包含さ

れていた。以下、各通りごとに検出した遺構について概略する。

二条通この区間は、道路南側の歩道部を疏水脇から神宮道交差点部まで横断するもので、西

端疏水脇を起点NQ10とし、以後東に5m間隔で神宮道交差点折れ曲がり部NQ54まで割り振り、断

面観察や遺物取り上げの単位とした。この間は基本層序でも触れたように、平安時代の遺構深度

が他の地点に比べかなり深い。ただこの傾向は神宮道交差点の西端NQ51X1.4mまで続いた後、

現地表下1.3mまで急に立ち上がっていたことが判明した。また現勧業館への埋設管引き込みの

－26－
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’際の調査でも歩道と敷地境界付近で現地表下より1.4mで立ち上がっていた。しかもその肩部付

近には平安時代後期の瓦が密集して認められた。1992年の勧業館内での発掘調査成果によると、

二条大路の南側溝が確認されなかったこと、平安時代の検出面が現地表下1.4m前後であること

から、今回歩道内で確認した平安時代の遺物包含層は、北側の立ち上がりは確認されていないが、

幅5m以上、深さ0.7mの東西方向の細長い大規模な遺構と考えられ、二条大路末の南側溝の可
註1

能性が高い。1994年の神宮道の二条通から冷泉通にかけての水道管埋設工事に伴う立会調査（94

KS257)で確認した、南北幅4.6m以上、深さ0.44mの東西方向の溝状遺構とほぼ同規模で、深

さはそれより上回るものである。両者とも平安時代後期の溝状の堆積が各々確認でき、二条大路

末の両側溝と考えられる。溝が立ち上がった東側では、幅0.25m以上、深さ0.1mの土擴状の遺

構が1基あり、その中には河原石が詰まった状態で認められた。

神宮道二条通から冷泉通間この区間は、NQ55を起点として神宮道を北へNQ87までとした。こ

の間で41基の遺構を確認した。平安時代に属するものは建物の地業、瓦溜、柱穴、土擴などがあ

る。NQ55～59までは、既存管埋設による攪乱が著しく残存状態が悪かったが、NQ55では、土層を

確認することができた。ここではNo51以東と同様、現地表下1.3mで無遺物層の砂層が認められ

た。NQ60から北1.4mで0.66mの急激な段差が認められ、それより以北は、現地表下0.6m前後と

浅いところで遺構群が確認できる。この段差の裾部と肩部で、各々径0.4～0.6m､深さ0.2～0.3

mの時期不明の柱穴を1基ずつと肩部に土擴1基が認められた。NQ62付近では、少なくても10基

以上の土擴や柱穴が重複した状態で確認された。94KS257の調査で確認した遺構の延長上に相

当するが、該当する溝状遺構は認められず、小規模な遺構群が立地するような場所であったと考

えられる。NQ64では現地表下1.3mで南北幅2.05m、深さ0.65mの断面U字形の溝状遺構が1条

確認され、堆積層中から庄内式並行の土器群が出土した。

NO64～66間では掘込み地業のある建物跡を1基確認した。その地業は南北幅6.5m以上、深さ

0.8mである。南端は既存管により攪乱を受け詳細は不明であるが、北端は基壇造成後、掘込み

x=T|09,715x=T|09,710_Y=-|9)b80を行い幅0.24m､厚さ0.24
一’

I

｜

m、長さ0.69mの凝灰岩地

塞覆石が据えられているのが
-V＝－'9578確認された。石の上面には0 4m -Y=-19,578

ig8cm、深さ3cmのくり込

みがあり、羽目石の受けと

考えられる。また基壇上面

には径1.6～1.75mの円形

を呈する礎石据付け跡を南

北に2箇所で確認した。据

付け跡の中には、径30cm前

後の河原石5～6個を円形

3

H：49．00m
－

黒褐色砂泥9灰黄褐色泥土（礫混）15暗褐色泥砂19灰黄褐色砂泥

黒褐色砂泥10黒褐色泥砂16黒褐色砂泥（黒褐色砂泥混）

黒褐色砂泥（やや暗い）11凝灰岩微細片分布17黒褐色砂泥20黒褐色砂泥

にぶい黄色微砂12暗褐色泥砂（黒褐色泥土（やや粘質）

黒褐色泥砂13黒褐色泥土ブロック混）21黒褐色泥土（庄内）

黒褐色砂泥（縫灰岩小片含む）18黒褐色砂泥22暗灰黄色泥砂

暗褐色泥土’4暗褐色泥砂（明褐色泥砂23褐色粗砂

黒褐色泥土（礫混）（凝灰岩小片含む）ブロック混）24にぶい黄褐色砂

図32神宮道No.64～66間建物A平面・断面図(1:100)

１
２
３
４
５
６
７
８
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に配して据えていたことから、これらの石は根石と考えられる。両者の心々間は､約2.1m(7尺）

を測る。掘込み地業の最下部には、厚さ15cmで径15～30cmの河原石を密に敷き詰め、その上に厚

=10cmで小さな河原石を敷いて固めた後、小石混じりの土、砂、微砂、土を順に叩き締めて積ん

でいるのが確認された。

NQ67～72間では、径0.28m、深さ0.20mと径0.38m、深さ0.17mの柱穴状の遺構や径0.9m、深

さ0.2mの土擴状の遺構があり、遺物の出土はないが平安時代後期の遺構面の下層より検出した

ことから、それより古い時期と考えられる。

NQ72では、江戸時代と平安時代後期の遺構が重複して検出された。後者は､径0.8m、深さ0.36

m，断面U字形を呈し、埋土中から瓦と共に緑釉土塔が1点出土した。

NQ72～73問では、径1.45m、深さ0.41mの土擴が1基あり、底近くから12世紀代の土師器が多

量に出土した。

NQ73～74間では径1.1m、

深さ1.1m以上の円形石組井

戸を1基確認した。井戸枠の

上部は河原石組であるが、ほ

とんどが崩れていた。下部は

径0.55mの桶を利用した井筒

であった。筒内からの遺物の

部施設を示す痕跡は認められヨ

ない。両者とも江戸時代に属

する。

NQ75～79間では径0.75m、

深さ0.1m前後で底に凹凸の

ある浅い土擴が1基、同様の

径2.02m、深さ0.12mの土擴

が1基と､径1.02m､深さ0．26

mのレンズ状を呈する土壌が

1基あり、この遺構内には径

10cm前後の河原石を均一に含
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図33神宮道調査位置・断面図2
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んでいた。前者からは遺物の出土がなく時期が不明であるが、後2者は江戸時代である。

NQ79では径2.1m、深さ0.42mの平安時代後期の瓦溜があり、多量の遺物が出土した。

NQ80～82間では時期不明の土擴を2基、層位関係から平安時代より古い土擴を1基確認した。

NQ82では径1.5m、深さ0.18m、径1.2m、深さ0.1mのいずれも浅い土擴を2基確認し、平安時

代後期の遺物が出土し、後者の中には凝灰岩の破砕片が均一に含まれる。
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NO83では時期不明の土擴が

2基重複して認められた。

NO85～86間では、径0.3～

0.33m、深さ0.5m前後の柱

穴を2基南北に確認した。両

者の心々間は2.31mを測る。

埋土中から遺物の出土がなく、

時期は不明である。

冷泉通神宮道から疏水間

この区間は、道路中央部を

掘削することから夜間調査と

なった。そのためこの区間だ

けは独自に番号をふり、神宮

道冷泉通交差点の折れ曲がり

部分を起点NQOとし、以後西

に、5m間隔にNQ40まで通し

番号を付けた。
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を除くと、1ないし2基の土

擴、瓦溜を確認した。その内

NO5．6間とNo8･9間の瓦

溜は､東西3m以上､深さ0.7

~0.82mを測る大規模なもの

である。

NQ9では､幅2.Om､深さ0.72

mを測る南北方向の溝状遺構

を1条確認した。これは94K

S257の調査において当地の

南側で確認している。またこ

の遺構の西側で、幅1.15m、

’

一
一

－

■■■■■■■■

■■■■■■■■

囚 一
一

m－
q■■■■

ご －
ー

uフー
一

、 －
ー

の－
一

｜
’
一

F
1■■■■

尽
惇”

■■■■■

図34冷泉通調査位置・断面図1
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－

厚さ0.38mの規模で版築状の

盛土を確認した。

このことから、これらの遺

構は築地とそれに伴う内溝と

考えられる。さらに盛土の西

は、0．75mの急激に下がる段

差が存在する。裾部は平坦に

なり、神宮道の段差部で検出

した柱穴のような施設は、確

認できなかった。

NO11～15間までは江戸時代

の暗渠や溝状遺構、柱穴、平

安時代後期の瓦を混入する江

戸時代の瓦溜などがある。
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した。この溝の下部には溝よ

り古い、径0．28m、深さ0.4m

の柱穴が認められた。しかし、

今回の調査ではこれに対応す

るような遺構が認められなか

ったことから、規模や性格に

ついては不明である。

NQ21の西3.5mで重複する

江戸時代の遺構群があり、そ

の脇に0.2m程の小さな段が

あり、その西には河原石組を

伴う南北の雨落溝を1条確認
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両肩部には各々幅0.55mの範囲に3石ずつ河原石を平坦面を上にして敷く。石組の掘形内やそれ

より西には、厚さ0.15m内に薄く密な版築による整地層が確認できたことから建物基壇と予想さ

れる。この層の範囲が、NO24西2mの地点で確認した既存管の攪乱を境にして認められないこと

から、その建物規模は東西約12m前後と考えられる。

NO25西4mで0.2mの浅い段があり、それから6mの範囲に大規模な瓦溜が認められる。

NO29～33間でも、河原石組を伴う雨落溝が確認された。溝は北東隅と北西隅を確認したことか

ら、心々間で東西12.75mを測る。溝は､幅0.5m､深さ0.3mの断面U字形を呈する。両肩部には

幅0.7m前後で河原石を3列敷く。ただ南側歩道内の同年の大阪ガスの立会調査では､径50cm程の
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’
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大きい偏平な河原石を据えているのが確認されていることから、場所によって河原石の大きさや

敷き方が異なっている可能性がある。建物基壇に相当する範囲内には明瞭な版築層は確認できな

かった。なお北東隅内側河原石組付近の下層から幅1.1m、深さ0.2mの浅い土壌を1基確認し、

その中から12世紀前半の土器群が出土することから、建物の上限年代を知る手がかりが得られた。

NO33～37間では、東西18m以上にわたって建物基壇に伴う掘込み地業を確認した。掘込みの深

さは最大0.85m、平均0.65mを測り、底には厚さ10cmで径10～30cmのやや大きな河原石を敷き、

その上には厚さ0.05～0.15mの小礫混じりの黒褐色泥土、もしくは泥砂と厚さ数cm以下の褐色泥

土を互層に積んでいるのを確認した。地業の上面には東西方向の河原石が1列あり、それが基壇

の外装施設の一部と考えられる。なお版築の整地層内から北宋期の白磁片や11世紀後半から末の

土器類がまとまって出土することから、地業をする際に何らかの祭祀を行ったと想像できる。

NO37以西では、西に下がる落込みが認められ、落込みの最下部には古墳時代の土器を含む堆積

層があり、さらに上部の堆積層内から、11世紀後半から末の土器群や小礫を均一に含む層を確認

した。このことから、古墳時代から形成された落込みが寺院造成直前まで存在し、その造営時に

あたって整地した可能性が考えられる。

NQ39西2.5mより以西は、既存管埋設による攪乱のため土層観察は不可能であった。そのため

現在の疏水とNO37で検出した落込みとの関連、寺院造営時の整地の関連は今後の課題となった。

遺物（図版35～38,図38～43）

出土した遺物は、古墳時代から江戸時代にわたり、なかでも平安時代後期のものが圧倒的多数

を占め、次いで江戸時代、古墳時代となり、平安時代前期から中期のものはごくわずかである。

古墳時代のものは岡崎グランドの調査成果と同様庄内並行期のものが主で、江戸時代は後期に属

する陶磁器類である。平安時代後期のものは瓦類が圧倒的多数を占め、土器類はほんのわずかに

過ぎず、ここで掲載したのは、丸瓦･鬼瓦・緑釉土塔各1点以外すべて軒丸・軒平瓦である。こ

こでは、調査区の二条通・神宮道出土分と、冷泉通神宮道から疏水出士分を分けて説明する。ま

た、冷泉通神宮道から疏水間出土分は、調査地点ごとに扱った。

二条通・神宮道（図版35～38,図38～41）出土遺物は整理箱に86箱分である。大部分が瓦類

で、土器はごくわずかである。瓦類の大半はNQ79から出土している。軒瓦の点数は、軒丸瓦67点、

軒平瓦23点である。他に緑釉土塔1点がある。軒瓦の時期は、1点（2）を除き大半が平安時代

後期である。

遺物の出土地点は、1(NQ19)、2．3(NQ26)、4(NQ36)、5(NQ50)、6(NQ53)､7(NQ61

～62)、8～20(No72)、21～26(NQ75)、27～29(No77)、30～32(No82～83)、33～64(NQ79)、

65(NQ80)である。

偏行唐草文軒平瓦（｜）唐草文は、左から右方向に展開。瓦当部成形技法は、包込み式で、

瓦当側端を丸く仕上げる。瓦当面に白いハナレ砂が付着。黒色イブシ。灰色、硬質。播磨産。

三巴文軒丸瓦（2）多孔質、灰色、やや軟質。近世瓦である。

複弁蓮華文軒丸瓦（3）蓮弁は互いに接し、二重界線の内側より弁間文が付く。灰白色、軟
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質。播磨産。

単弁蓮華文軒丸瓦（4）中房の蓮子は不明瞭、珠文は小さく、間隔はやや広い。瓦当部側面

下半はヘラケズリ、瓦当面を偏平につくる。黒色イブシ。多孔質、淡灰黄色、軟質。山城産。

偏行唐草文軒平瓦（5）顎は浅い段顎。淡灰色イブシ。多孔質、灰色、やや軟質。

蓮華文軒丸瓦（6）厚い菊花状の八葉蓮弁で、弧状に連結する界線が蓮弁を取り巻く。黒色

イブシ。チャートを多く含み、多孔質、灰色、軟質。山城産。

複弁蓮華文軒丸瓦（7）蓮弁は互いに接し、ハート状に崩れる。界線はなく、すぐ外縁とな

る。瓦当部裏面上部に丸瓦を当て、上下に粘土を付加して接合。瓦当面には粗いハケメ状の条痕

がみられる。瓦当部上面はタテヘラケズリの後、ヨコナデ。黒い砂粒が多く、灰白色、硬質。播

磨産。

蓮華文軒丸瓦（8）蓮弁の盛り上がりはきわめて薄く、不均等に割り付けられた蓮弁を界線

と問弁が囲む。瓦当部裏面上部に丸瓦を当て、上下に粘土を付加して接合。暗灰色イブシ。淡黄

灰色、軟質。播磨産。

複弁六葉蓮華文軒丸瓦（9）中房には1＋6の蓮子。蓮弁は細い界線で画される。瓦当部全

面に漆黒の自然釉がかかる。黒色、硬質。播磨産。

複弁六葉蓮華文軒丸瓦(IO)(9)と同文、やや大型。瓦当部裏面上部に溝をつくり丸瓦を差

し込み、上下に粘土を付加して接合。灰色、硬質。播磨産。NQ79地点出土の瓦と同一個体。

複弁六葉蓮華文軒丸瓦（||）中房には1＋6の蓮子。文様形態は（9）と同じで、蓮弁は小さ

く、界線・区画線はやや太い。黒色イブシ。淡灰白色、やや軟質。播磨産。

二巴文軒丸瓦（'2）右巻き巴文。頭部は離れ、尾部は互いに接して界線となる。珠文は12個

で大きい。瓦当部裏面上部に比較的薄い丸瓦を当て、上下に粘土を付加して接合。瓦当部裏面タ

テナデ。丸瓦部凸面は格子目のタタキ。内区上部に箔傷が認められる。暗灰色イブシ。多孔質、

灰色、軟質。同箔品は枚方市淀川河床より出土している。

半裁華文軒平瓦（'4）瓦当部右端の破片。簡略化した花文を外縁から下向きに配する。瓦当

部成形技法は半折曲げ式。黒色イブシ。胎土の芯は漆黒やや軟質。山城産。

半裁華文軒平瓦（'5）（14）と同文の小片。灰白色、やや軟質。山城産。

蓮弁文軒平瓦（'6．I7)蓮弁を横一列に配する。瓦当部成形技法は、半折曲げ式。(16)は明

褐色、（17）は灰白色、いずれも軟質。栗栖野窯産。

唐草文軒平瓦(18～20)唐草文が大きく反転する一群｡瓦当部成形技法は､半折曲げ式で､(18)

は平瓦面全体に布目痕が残る。いずれも不完全なイブシ。（18．19）は褐色、軟質、(20)は灰白

色、軟質。産地は、栗栖野を中心とした地域。

複弁六葉蓮華文軒丸瓦(21．22)文様形態は同じで、(22)の蓮弁がやや大きい。中房に1+

6の蓮子を配し、細い界線で画す。瓦当部裏面上部に溝をつくり丸瓦を差し込み、上下に粘土を

付加して接合。いずれも全面黒色イブシ。（21）は灰色、軟質、（22）は灰黒色、硬質。播磨産。

複弁六葉蓮華文軒丸瓦（23）中房は1＋6の蓮子。蓮弁の形はやや不明瞭で、外区に二重界
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線が巡る。瓦当部裏面上部に溝をつくり丸瓦を差し込み、上下に粘土を付加して接合。瓦当面全

面に指紋が多く残っている。灰白色、硬質。播磨産。

複弁六葉蓮華文軒丸瓦（24）文様が不明瞭でかなり退化する。瓦当面に指紋、箔傷が多く残

っている。瓦当部裏面上部に溝をつくり丸瓦を差し込み、上下に粘土を付加し接合。灰黒色イブ

シ。多孔質、軟質。山城産。

二巴文軒丸瓦（25）右巻き巴文。珠文の大きさ、間隔は不揃いである。瓦当部裏面上部に丸

瓦を当て、上下に粘土を付加し接合。淡灰色イブシ。多孔質、淡黄灰色、軟質。

単弁十二葉蓮華文軒丸瓦（26）中房は1＋4の蓮子。蓮弁に意図的なハケメ痕を施す。箔型

の割れがあり、文様がずれる。暗灰色イブシ。多孔質、灰色、やや軟質。播磨産か。

単弁十八葉蓮華文軒丸瓦（27．29）小ぶりの瓦。蓮弁の割り付けが均等でなく、文様が歪む。

瓦当部側面下半のヘラケズリで、瓦当面は左右に長い楕円を呈する。瓦当部裏面上部に丸瓦を当

て、粘土を付加し接合。共に淡灰色イブシ。（27）は灰白色、軟質。（29）は灰黒色、軟質。山城

産。（29）の上半部はNO82～83地点出土。

唐草文軒平瓦（28）小片。瓦当部裏面に溝をつくり平瓦を差し込み、上下に粘土を付加し接

合。全面に自然釉。灰色、硬質。播磨産。

複弁蓮華文軒丸瓦（30）中房は1＋4の蓮子、珠文は二重圏線の中に配する。暗灰色イブシ。

多孔質、灰色、軟質。山城産。

複弁六葉蓮華文軒丸瓦（31）（7．22）と同箔。暗灰色イブシ。淡灰色、硬質。播磨産。

唐草文軒平瓦（32）瓦当部右端の破片。瓦当部成形技法は、折曲げ式。瓦当部凹面・顎部凸

面へラケズリ。顎部に朱が付着。暗灰色イブシ。多孔質、灰白色、軟質。

複弁六葉蓮華文軒丸瓦（33．45）同箔。弁部はやや厚手で、外区に二重の界線がめく．る。（33）

は漆黒イブシ。（33）は淡黄白色、軟質、（45）は灰白色、硬質。播磨産。

複弁六葉蓮華文軒丸瓦（34．42～44）いずれも同文で、（44）は蓮弁を一回り小さく作る。い

ずれも灰色、硬質。播磨産。これらと同文瓦は、NQ72･75．82～83地点でも出土しており、もっ

とも出土数が多い。

単弁十六葉蓮華文軒丸瓦（35．36）いずれも(27．29）と同文である。瓦当部裏面上部に丸瓦

を当て、上下に粘土を付加して接合。（35）の丸瓦部凸面に縄目タタキと、2条のへラ記号「、」

あり。（36）は黒色イブシ。（35）は淡黄褐色、（36）は暗灰色、いずれも軟質。山城産。

巴文剣頭文軒丸瓦（37）中房に右巻きの三巴文、内区に珠文、外区に剣頭文を配する。断面

形は(36）と共通点が多い。暗灰色イブシ。灰色、やや軟質。山城産。

宝相華文軒丸瓦（38）花芯は小さく、十字形の花弁を二重に重ねる。連珠は6個で、小さく

間隔は広い。暗灰色イプシ。多孔質、暗灰色、やや軟質。山城産。

単弁蓮華文軒丸瓦（39）小片。内区に幅広の蓮弁と外縁に接するT字状の間弁を配する。瓦

当部裏面上部に丸瓦を当て、上下に粘土を付加して接合。黒色イブシ。淡黄褐色、軟質。山城産。

単弁蓮華文軒丸瓦（40）小剥片。連結する問弁が蓮弁をとり囲み、外区に小粒の珠文を粗〈
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配する。黒色イブシ。黒色、軟質。山城産か。

単弁蓮華文軒丸瓦（41）蓮弁の先が剣頭文状で、蓮弁は16葉と考えられる。瓦当部裏面上部

に溝をつくり丸瓦を差し込み、上下に粘土を付加して接合。瓦当部上面に叩き板状の痕が付く。

瓦当面に黒色イブシ。多孔質、褐灰色、硬質。

蓮華文軒丸瓦（46）（8）と同箔で、成形技法も同じ。黒色イブシ。灰白色、軟質。播磨産。

複弁八葉蓮華文軒丸瓦（47）中房には1＋8の蓮子、外区外縁上に珠文を密に配する。瓦当

側面全体に粗い縄目タタキによる調整。蓮弁左方に箔傷。瓦当面に灰黒色イブシ。多孔質、淡黄

灰色、軟質。山城産。

二巴文軒丸瓦（48．49）同一個体。右巻き巴文で、巴文、珠文は太く大きい。瓦当部裏面上

部に溝をつくり丸瓦を差し込んで、上下に粘土を付加して接合。灰黄色、軟質。山城産。

複弁八葉蓮華文軒丸瓦（50）中房には1＋4の蓮子。瓦当部裏面上部に溝をつくり丸瓦を差

し込んで、上下に粘土を付加して接合。瓦当面上部に2条の箔傷。淡灰色イブシ。チャートを含

み、灰黒色、軟質。山城産か。

複弁六葉蓮華文軒丸瓦(51)(30)と同箔。瓦当面右側に細い箔傷。瓦当部裏面上部に溝をつ

くり丸瓦を差し込み、上下に粘土を付加して接合。瓦当箔型はC型。灰黒色イブシ。灰色、軟質。

山城産。

丸瓦（52）丸瓦凸面にへう記号「×」がつく。淡黄褐色、軟質。山城産か。

三巴文軒丸瓦（53）右巻き巴文で、頭部は互いに接し、尾部は離れる。瓦当箔型はB型。瓦

当部側面の粗い縄目タタキ調整は（47）と共通する。灰黒色イブシ。淡黄褐色、軟質。山城産。

半裁華文軒平瓦（54）（14．15）と同箔。瓦当部成形技法、調整は同じ。漆黒のイブシ。黄白

色、軟質。山城産。

蓮弁文軒平瓦（55）蓮弁11枚を横一列に配する。瓦当部成形技法は、半折曲げ式。平瓦部凹

面にへう記号「、」。明黄白色、軟質。山城産。

蓮弁文軒平瓦（56．57）（55）と同様の文様形態で、蓮弁を横一列に配する。瓦当部成形技法

は､折曲げ式。（56）の平瓦部凸面にへう記号「、」。（57）は黒色イブシ。（56）は明黄白色、（57）

は黄褐色、いずれも軟質。山城産。

雁行文巴文軒平瓦（58）中心飾りにくずれた雁行文を上下に2個、左右に各2個の三巴文を

配する。瓦当部成形技法は、折曲げ式。瓦当部裏面は指オサエ。淡黒灰色イブシ。灰色、軟質。

山城産。

均整唐草文軒平瓦（59）宝珠状の中心飾りから太めの唐草文が左右に大きく3反転する。瓦

当部成形技法は、半折曲げ式。平瓦部凹面に圧縮痕がみられる。瓦当面は暗灰色イブシ。5mm大

の小石を含み､灰白色、軟質。山城産。

均整唐草文軒平瓦（60）宝珠状の中心飾りから、唐草が左右に3反転し、界線が全周する。

平瓦部凹面はナデ。瓦当部成形技法は、包込み式。淡灰色、硬質。播磨産。

唐草文軒平瓦（61）瓦当部左端の破片。瓦当部成形技法は、折曲げ式。灰色イブシ。灰白色、
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軟質。山城産。

斜格子文軒平瓦（62）瓦当文様をへう状工具で斜格子に描く。瓦当部成形技法は、半折曲げ

式。淡黄灰色、軟質。山城産。同文の類例が烏羽離宮南殿の調査で出土。

唐草文軒平瓦（63．64）瓦当部左･右端の一部。瓦当部成形技法は、（64）が半折曲げ式。（63）

は折曲げ式。いずれも灰黒色イブシ。、淡黄白色、軟質。丹波産。

宝相華文軒丸瓦（65）（38）と同箔か。瓦当部裏面上部に溝をつけ丸瓦を差し込み、上下に粘

土を付加して接合。淡灰色イブシ。灰色、軟質。山城産。

緑釉土塔（'3）底部径7.5cm、高さ2.9cm・成形は型による。外面は、型抜きのための細かい

布目痕が見られる。施釉は、上面のみで底部は無釉。土塔の出土例は、法勝寺跡、尊勝寺跡、烏

羽離宮跡、尾張国府跡などにあり、法勝寺跡が最も多い。

冷泉通神宮道から疏水（図42．43）夜間立会の遺物は整理箱に58箱出土した。内容は大半が

瓦類で、土器はごくわずかである。各調査地点から出土しているが、特にNO6地点瓦溜、NQ9地

点土擴1．2、NQ14地点瓦溜、NQ20地点西瓦溜、NQ22地点瓦溜、No25地点瓦溜、NQ26地点瓦溜か

らは大量に出土している。また、NQ30～32地点建物雨落溝からも少量出土している。

瓦類には軒丸瓦36点・軒平瓦23点・丸瓦・平瓦・鬼瓦1点がある。時期は大半が平安時代後期

で、一部鎌倉時代のものもある。軒瓦・鬼瓦出土地点は、66.73･83(No25)、67．77．80．84(NQ

21)、68(NO20)、69(NQ38)、70･72(NQ3)、71(NQ23)、74(NQ28)、75(NQ26)、76．78(NO9)、79･

81(NQ22)、82(NQ30～32)、85(NQ37)、86(NQ26)、88(No4)、87(NQ28)である。

複弁八葉蓮華文軒丸瓦（66）蓮弁・子葉を凸線で表す。間弁は棒状。瓦当箔はB型。瓦当部

裏面上部に溝をつけ丸瓦を差し込み、粘土を付加して接合。瓦当部側面下半ヨコヘラケズリ、上

半タテヘラケズリ。裏面オサエ。黒灰色、硬質。山城産。

単弁六葉蓮華文軒丸瓦（67）蓮弁中央は窪み、子葉無し。瓦当箔はB型。瓦当部裏面上部に

溝をつけ丸瓦を差し込み、粘土を付加して接合。瓦当部側面下半ヨコナデ、裏面ヨコナデ。丸瓦

凸面タテナデ、凹面布目。黒灰色、やや軟質。山城産。

単弁九葉蓮華文軒丸瓦（68）蓮弁・子葉を凸線で表す。間弁はT字状で連続する。瓦当箔は

B型。瓦当部裏面上部に溝をつけ丸瓦を差し込み、粘土を付加して接合。瓦当部側面下半ヨコヘ

ラケズリ、上半タテナデ。裏面ナデで外周ヨコヘラケズリ。黒灰色、硬質。山城産。

複弁九葉蓮華文軒丸瓦（69）蓮弁・子葉を凸線で表す。瓦当部裏面上部に浅い溝をつけ丸瓦

を差し込み、粘土を付加して接合。瓦当部側面ヨコヘラケズリ、裏面オサエ。黒灰色、やや軟質。

山城産。

複弁六葉蓮華文軒丸瓦（70）蓮弁・子葉を凸線で表す。瓦当部側面下半ヨコナデ、裏面ナデ

で外周オサエ。黒灰色、軟質。山城産。

単弁八葉蓮華文軒丸瓦(7I)蓮弁は上・下二重に4弁ずつ配する。蓮弁は花形で子葉あり。

瓦当箔はB型。瓦当部裏面上部に丸瓦を当て、粘土を付加して接合。瓦当部側面下半ヨコヘラケ

ズリ、上半タテヘラケズリ。裏面オサエで外周ヨコヘラケズリ。灰燈色、硬質。山城産。
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複弁六葉蓮華文軒丸瓦（72）子葉はわずかに盛り上がる。瓦当部裏面上部に丸瓦を当て、粘

土を付加して接合。瓦当部側面下半ヨコナデ､上半不定方向ナデ。裏面ナデ。灰色､堅徴。播磨産。

単弁二十四葉蓮華文軒丸瓦（73）蓮弁は棒状である。周りには蕊がめぐり、蓮弁と対応する。

瓦当部側面下半ヨコナデ。裏面不定方向のナデ。灰色、堅級。播磨産。

単弁八葉蓮華文軒丸瓦（74）蓮弁は互いに接し、子葉無し。周りには蕊がめく．り、蓮弁と対

応する。瓦当箔型B型。瓦当部裏面上部に溝をつけ丸瓦を差し込み、粘土を付加して接合。瓦当

部側面下半ヨコナデ。裏面ナデ。灰色、堅徴。播磨産。

複弁八葉蓮華文軒丸瓦（75）子葉有り。問弁は棒状。瓦当部裏面上部に浅い溝をつけ丸瓦を

差し込み、粘土を付加して接合。瓦当部側面下半ヨコヘラケズリ。裏面ヨコナデ。暗灰色、硬質。

大和産。

三巴文軒丸瓦（76）右巻き巴文。頭部は離れ、尾部は互いに接して界線となる。瓦当部裏面

上部に丸瓦を当て、粘土を付加して接合。瓦当部側面下半ヨコナデ、上半タテナデ。裏面オサエ

後にナデ。暗灰色、硬質。山城産。

三巴文軒丸瓦（77）右巻き巴文。頭部は離れ、尾部は界線に接しない。瓦当部裏面上部に丸

瓦を当て、粘土を付加して接合。瓦当部側面上半タテナデ、裏面ナデ。丸瓦凸面タテナデ、凹面

布目、側面タテヘラケズリ。黒灰色、やや軟質。

唐草文軒平瓦（78）唐草文は両側から中心に2転する。主葉は連続して大きく反転し、子葉

は強く巻き込む。瓦当箔はB型。曲線顎。瓦当部成形技法は半折曲げ式。瓦当部凹面ヨコナデ、

布目端のまつりあり。顎部凸面・裏面ヨコナデ、側面ナデ。平瓦凹面布目、凸面ヨコナデ、側面

タテヘラケズリ。平瓦凸面にへう記号「＋」あり。黄黒色、硬質。山城産。

唐草文軒平瓦（79）唐草文は左から右に展開する。主葉は連続して大きく反転し、子葉は巻

き込む。曲線顎。瓦当部成形技法は半折曲げ式。瓦当部凹面ヨコヘラケズリ。顎部凸面ヨコヘラ

ケズリ、裏面ヨコナデ、側面ナデ。平瓦凹面布目、凸面ヨコナデ、側面タテヘラケズリ。平瓦凸

面にへう記号「〃」あり。暗灰色、硬質。山城産。

唐草文軒平瓦（80）唐草文は中心から両側に3転する。主葉は連続して緩やかに反転し、子

葉は巻き込む。瓦当箔はB型。曲線顎。瓦当部成形技法は半折曲げ式。瓦当部凹面ナデ、布目端

のまつりあり。顎部凸面ヨコヘラケズリ、裏面ヨコナデ、側面タテヘラケズリ。平瓦凹面布目、

凸面タテナデ、側面タテヘラケズリ。黄黒色、やや軟質。山城産。

偏行唐草文軒平瓦（81）唐草文は左から右に展開する。主葉は連続して大きく反転し、子葉

は巻き込む。曲線顎。瓦当部成形技法は半折曲げ式。瓦当部凹面ヨコヘラケズリ、布目端のまつ

りあり。顎部凸面ヨコヘラケズリ、裏面ヨコナデ、側面タテヘラケズリ。平瓦凹面布目、凸面ヨ

コナデ、側面タテヘラケズリ。平瓦凸面にへう記号「＋」あり。暗灰色、硬質。山城産。

均整唐草文軒平瓦（82）中心飾りは宝相華文で、唐草文は両側に2転する。主葉は連続して

反転し、子葉は巻き込み、宝相華文を配する。段顎。瓦当部成形技法は、包込み式。瓦当部凹面

ヨコナデ。顎部凸面・裏面ヨコナデ、側面タテナデ。灰色、堅綴。播磨産。
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偏行唐草文軒平瓦（83）唐草文は中央から両側に展開する。唐草文の主葉は連続して反転し、

子葉は巻き込む。段顎。瓦当部成形技法は、包込み式。瓦当部凹面ヨコナデ。顎部凸面・裏面ヨ

コナデ、側面タテヘラケズリ。平瓦凹面ヨコナデ、凸面ナデ、側面タテヘラケズリ。灰色、堅繊。

播磨産。

偏行唐草文軒平瓦（84）唐草文は左から右に展開する。唐草文は陰刻で、主葉は連続して反

転し､子葉は巻き込む。段顎。瓦当部成形技法は､包込み式。瓦当部凹面ヨコナデ。顎部凸面・裏

面ヨコナデ、側面タテナデ。平瓦凹面・凸面タテナデ、側面タテヘラケズリ。灰色、堅級。播磨

産。

均整唐草文軒平瓦（85）唐草文は右から左に展開する。唐草文の主葉は連続して大きく反転

し、子葉は巻き込む。段顎。瓦当部成形技法は、折曲げ式。瓦当部凹面ヨコヘラケズリ。顎部凸

面ヨコ縄タタキ、裏面下半縄タタキ、上半ヨコナデ。平瓦凸面タテ縄タタキ。暗灰色、やや軟質。

丹波産。

均整唐草文軒平瓦（86）唐草文は中央から両側に3転する。唐草文主葉は連続して反転し、

3転目は外区から派生する。子葉は強く巻き込む。曲線顎。瓦当部成形技法は、包込み式。瓦当

部凹面ヨコナデ。顎部凸面・裏面ヨコナデ。平瓦凹面タテナデ、凸面ナデ。灰色、堅綴。播磨産。

偏行唐草文軒平瓦（87）中心飾りは上向きC字形で、唐草文は中央から両側に6転する。唐

草文の主葉は連続して反転し、子葉は強く巻き込む。段顎。瓦当部成形技法は、顎部貼り付け式。

瓦当部凹面布目、端部ヨコナデ。顎部凸面・裏面ヨコナデ。平瓦凹面布目、凸面ナデ、側面タテ

ナデ｡黒灰色、硬質。

鬼瓦（88）顔面は盛り上がり、鼻は高く下面に鼻孔有り。頬は高く盛り上がる。上歯は4本、

牙は大きく上だけに配する。成形は、箔型による。表面はナデで調整し、鼻両側はヨコヘラケズ

リ、鼻孔は棒による穿孔。側面タテヘラケズリ、挟形内はナデ。裏面は大きく窪みタテナデ。灰

色、堅級。

なお、産地の特定できないものに関しては、明記しなかった。

まとめ

今調査の結果、最勝寺と尊勝寺、並びに六勝寺の地割に関する新たな知見を得ることができた。
註1

1994年神宮道の二条通から冷泉通の立会調査により、最勝寺の南限と北限が明らかにされ、最勝

寺の寺域が確定したかにみえた。南限に関しては、二条大路の北側溝想定位置で溝ないしは柱穴

を確認し、また二条通南歩道部で南側溝に想定される東西方向の大溝を確認したことから、二条

大路の位置が確定するにいたった。その結果、道幅は十七丈（約51m)となり、その場所は平安

京の二条大路を延ばした位置にあたることから、二条大路末に関しては平安京の条坊を延長して

施行されたことがほぼ確実になったといえる。ただ二条大路末の北側溝に関しては、1959年京都
註2

会館建設時の調査成果により想定位置と塔が余りに接近していること、1991年岡崎グランドの調
註3

査成果では想定位置より南に5m程ずれた位置に築地の地業がみられることなどから、必ずしも

想定位置には施行されないと考えられ、尊勝寺の南限と最勝寺と法勝寺の間の街区は、二条大路
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末に突きでたような構造となっていたと考えられる。

最勝寺の北限に関しては、1994年神宮道の調査で冷泉通交差点で検出した遺構から、冷泉小路

末は現在の冷泉通北端を北築地心に、また道路中央で南築地心を想定した。今回の調査は南築地

付近を行ったが、それに該当するものが確認できず、代わりに瓦溜・土擴などの遺構群を確認し

たことから寺域の北限はさらに北に延びていると考えられた。その結果､冷泉小路末に関しては、

1976年平安神宮南側の調査で検出した東西の溝を北側溝に、冷泉通り北端検出の遺構を南側溝に

想定し、1994年の見解をさらに北に四丈拡張した推定案を示したことになる。

また、今回確認した4棟の建物遺構のうち建物Aは、最勝寺の南限想定位置にきわめて近いこ

とから門の可能性が考えられるが、そうすると門が南限より内側に引っ込んだ配置となる。また

建物BからDについては、尊勝寺の寺域内で金堂より北に位置する。杉山信三氏による尊勝寺の
註4

伽催配置と比較すると類似し、しかも各建物の規模も近似していることが判る。その結果、杉山

案に基づくと建物Bは法華堂に、建物Cは経蔵に、建物Dは講堂の南東隅に各々想定できる。

（上村和直・堀内明博・吉村）

註1尾藤徳行・吉村正親「最勝寺跡・岡崎遺跡(94KS257)」『京都市内遺跡立会調査概報平成

6年度』京都市文化観光局1995

註2杉山信三他「尊勝寺発掘調査報告」『平城宮跡第一次伝飛鳥板蓋宮跡発掘調査報告』奈良

国立文化財研究所学報第10冊奈良国立文化財研究所1961

註3内田好昭他「最勝寺跡・岡崎遺跡」『平成3年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財）京都市

埋蔵文化財研究所1995

註4上村和直『六勝寺跡発掘調査<推定尊勝寺阿弥陀堂跡＞現地説明会資料』（財）京都市埋蔵文

化財調査研究所1979
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Ⅳ主要な出土遺物

1平安京左京四条四坊十四町(95HL275)

耳
中京区寺町通蛸薬師下る西側円福寺前町268-5,270,271番

地で、店舗・マンション建設が計画された。建設前に敷地北側

にある地下室の基礎撤去工事があり、その工事に伴い1995年10

月4．6．11日に調査を実施した。

調査地は平安京左京四条四坊十四町に該当し、敷地東端には

東京極大路と同西側溝が推定される。

調査の結果、敷地東側は近世の攪乱を受けていたが、NQ1地

点では、地表下1.4～2.1mの第4･5層から平安時代の土器類

が出土した。2.1m以下は無遺物の粗砂礫層である。

遺物（図44）

土師器（1．2）は椀Aで、（1）は外面の下半に指オサエの

痕を明瞭に残す。（2）は外面全体をヘラケズリするC手法にと

～〆

～~、一ﾄー ﾆー多矛

’
６
１
１

、

万

3 一一

0 10cm
－

図44遺物実測図（1：4）

痕を明瞭に残す。（2）は外面全体をヘラケズリするC手法による調整である。（3）は、須恵器

杯Bで、体部はロクロナデ、底部はヘラオコシである。いずれも9世紀前半のものと思われる。

平安京東辺部では平安時代前期の遺物の出土例は少ない。 （尾藤・吉村）

2烏丸綾小路遺跡・平安京左京六条二坊十二町(95HL199)

調査地は、下京区醒ケ井通六条上る佐女牛井町143,146番地で、店舗建設工事に伴い1995年8

月11．14．23日に調査を実施した。当地は、烏丸綾小路遺跡、平安京左京六条二坊十二町に該当

する。測量の仮水準点は、敷地北西の歩道縁石上を士Oとした。

調査地の南半部は旧基礎により攪乱されており、北半部のNQ1地点では、水準点+50～lcmま

でが盛土で、以下-55～140cmが無遺物の粘土・粗砂礫層とな

る。この粗砂礫層を南肩として、南北幅90cm以上、深さ55cm以

上の流路を検出した。埋土の黒褐色砂泥層から弥生土器が1個

体出土した。他には、NQ2地点で鎌倉時代の土師器Ⅲを多量に

含む土擴を3基、NQ3地点で弥生時代から古墳時代にかけての

磨滅した土器類を含む流路を検出した。

遺物（図45）

厚手の脚付鉢で、脚端部、口縁端部は欠失する。色調は赤褐

色で表面は磨滅する。山城地域でのこの種の器形は、畿内第Ⅳ

ノ手-ｺF,VﾉIj可J1ui吟､L,、U可』以而百p，Ul歌ﾘ而盲p旧､‘八大ツ色。′巴調し王亦f匂010cm
一

色で表面は磨滅する。山城地域でのこの種の器形は、畿内第Ⅳ
図45遺物実測図（1：4）

様式末から第V様式の中頃までみられる。共伴遺物がなく時期
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註

を明確にし得ないが、中臣遺跡の住居跡出土遺物（第V様式前半）に近い時期と考えられる。

（尾藤・吉村）

註森岡秀人「山城地域」『弥生土器の様式と編年一近畿編II』木耳社1990

3得長寿院跡・岡崎遺跡(95KS274･289)

左京区岡崎徳成町10番地(95KS274)と同15-11番地(95KS289)の2箇所で鉄骨住宅の建

築が計画され、その基礎工事に伴い1995年10月4．13．19日に調査を実施した。調査地は東大路

通を挟んで西側(95KS274)と東側(95KS289)で、得長寿院跡、岡崎遺跡に該当する。仮水

準点は、95KS274では敷地北東部、95KS289では敷地南西部の歩道縁石上を±0とした。

(95KS274)敷地西奥の水準点-50cmで、南北幅90cm以上、深さ53cmの土擴を検出した。埋

土の暗灰黄色砂泥層から多量の瓦類が出土した。

(95KS289)現地表は西から東に高く、NQ1地点で水準点+28cm、東端のNO2地点で+38cm

である。No.1地点の水準点-72cmで、東西幅60cm以上、深さ70cm以上の土擴を検出した。埋土の

オリーブ褐色泥砂層から土師器Ⅱ、瓦類が出土した。水準点-89cm以下は、無遺物の粗砂層であ

る。

No.2地点では、水準点-82～100cmで暗オリーブ褐色砂泥の遺物包含層を検出した。遺物包含

層より平安時代末期から鎌倉時代の土師器Ⅲ、軒平瓦が出土した。水準点-1.2m以下は無遺物

の粗砂層である。

遺物（図46）

宝相華文軒平瓦。瓦当の接合技法は、いわゆる印籠継ぎで、段顎になる。胎土は乳褐色、焼成

は軟質。同文系の軒平瓦の中では大型に属する。
註

隣接する尊勝寺跡の発掘調査で、類例が出土し

ている。

（尾藤・吉村・竜子）

註上村和直『六勝寺跡発掘調査概要』（財）京

都市埋蔵文化財研究所・京都市文化観光局

1979

－49－
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調査一覧表

11994(平成6)年度1～3月期

平安宮(HQ)

平安京左京(HL)

－50－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NO 図版

寮
蔵
蔵
蔵
坊
府
寮
寮
寮
本
司
裏
裏
院
寮
寮
寮
寮
寮
寮
院
院
院
院
職
職
寮

衛
曹

庫
教
書
蔵
殿
雅
馬
馬
薬
薬
薬
薬
楽
楽
楽
堂
膳
膳
馬

近
御

兵
大
大
大
内
右
図
内
縫
梨
職
内
内
西
左
左
典
典
典
典
豊
豊
豊
朝
大
大
右

６
２
４
６
町
町
軒
軒

一
一
一
一
一
一

入
る
西
下
松
売
本
立
七
中
通
通
売
松
立
本
中
七
上
上

上・中立売通土屋町東入田丸町379

上・・仁和寺街道七本松東入白竹町189-12

上・中立売通日暮東入新白水丸町456-4

上・下長者町通御前東入三助町280-16

上・下長者町通七本松西入鳳瑞町242

上．上長者町通千本西入五番町173

上．下長者町通浄福寺西入新御幸町33-1の一部

上．智恵光院通下長者町上る下山里町24-37

上・裏門通出水上る白銀町251-1

上・下立売通千本東入下る中務町490-112

上・出水通浄福寺東入西田村備前町239

上・日暮通丸太町上る西入西院町746-15

中・西ノ京左馬寮町7‐1

中・西ノ京左馬寮町3－1朱雀第二小学校

４
５
８
，
７

１
１
１
１

－
一
一
－

７
７
７
７

町
町
町
町

坂
坂
坂
坂

車
車
車
車

一
泉
一
尿
一
泉
｛
尿

ノ
ノ
ノ
ノ

西
西
西
西

中
中
中
中
中・聚楽廻中町53

中・聚楽廻中町44

中・聚楽廻南町6－18

上・千本通丸太町上る小山町地先

上・大宮通椹木町下る一町目830

上・松屋町通丸太町上る三丁目657の一部

中・西ノ京右馬寮町11-10の一部

2/17

1/17

2/10

2/28,3/1

1/26.27

3/20

2/22.23

3/2．23

3/8

1/30･31

1/31,2/8

12/13.14.26,

1/5

3/8.24

3/2.6

2/21.23

3/7.27

1/6

1/6

3/7

3/7

1/9

2/27～3/11

3/27

2/1.6

2/24

3/22

3/24.27

盛土のみ。

盛土のみ。

盛土のみ。

盛土のみ。

盛土のみ。

検出できず。

盛土のみ。

地表下0.28m以下、褐色砂泥の無遺物層。

盛土のみ。

地表下0.75m以下、黄褐色砂泥の無遺物層。

盛土のみ。

地表下0.25m以下、平安前期の包含層、整地層、

土擴、平安前期～中期の土塘、包含層。本文10

安く－ジ。

地表下1.28mで江戸の包含層。

地表下0.5m以下、褐色砂泥の無遺物層。

地表下1.05m以下、黄褐色砂礫の無遺物層。

地表下0.6mで灰白色泥砂の無遺物層。

盛土のみ。

地表下0.3m以下、褐色泥砂の無遺物層。

盛土のみ。

盛土のみ。

巡回時、工事終了。

地表下0.05mで平安の遺構面､東西方向の壇上

積基壇北縁部で延石検出。本文3ページ。

検出できず。

検出できず。

地表下0.9m以下、褐色泥砂の無遺物層。

癖士のみ。

礁士のみ。

HQ464

HQ429

HQ461

HQ478

HQ438

HQ511

HQ472

HQ481

HQ495

HQ439

HQ444

HQ393

HQ494

HQ482

HQ469

HQ493

HQ419

HQ420

HQ491

HQ492

HQ422

HQ513

HQ521

HQ453

HQ473

HQ512

HQ517

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

北辺二坊四町

二条三坊十五町

二条四坊四町

二条四坊十六町

町
町
町
町
町

八
四
六
二
五

坊
坊
坊
坊
坊

一
一
一
三
四

条
条
条
条
条

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

三条四坊十一町

上・堀川下之町他地内

中･東洞院通竹屋町上る三本木町445,445-2

中・二条通高倉西入松屋町59,61

上・京都御苑3

中・西ノ京北聖町

中・西ノ京南聖町17-12～16

中・西ノ京観学院町～西ノ京池ノ内町地内

中・釜座通御池上る下松屋町724-3

中・三条通高倉東入桝屋町68他

中・御池通東洞院東入笹屋町～御池通麸屋

町中白山町地先

3/14

12/16,1/6．9

2/21.22.24

2/9.10

2/1

2/27,3/10

3/9.10.13.16

1/26.27

3/8.13.15.27

11/8～10.14.21,

12/5,1/5

地表下5.5mで江戸の包含層。6.0mにて1m大

の石。

地表下1.53mで平安後期の土擴、平安末期～鎌

倉の落込み。

地表下1.61m以下、室町・江戸の包含層。2．19

mで平安後期の土擴。

地表下0.85m以下、東京極大路路面11、包含層、

土師器片。1.77mで鎌倉の南北溝、東京極大路

西側溝。

地表下1.9m以下、褐色砂礫の無遺物層。

地表下0.65m以下、氾濫堆積。

地表下0.6m以下、湿地堆積。

地表下1.63mで包含層、土師器皿、高杯。

地表下1.2m以下、鎌倉・江戸の包含層、江戸

の土擴、漆椀。

地表下1.05m以下、路面7，平安前期～後期の

包含層、灰釉陶器、平安～室町の包含層。

HL500

HL400

HL471

HL449

HL445

HL476

HL496

HL436

HL488

HL345

２
３
３
３
２
２
２
３
３
３



一

平安京右京(HR)
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NC 図版

三条四坊十一町

三条四坊十三町

四条四坊十三町

町
町
町
町
町
町

七
四
七
一
七
九

坊
坊
坊
坊
坊
坊

二
四
四
一
二
二

条
条
条
条
条
条

五
五
五
六
六
六

六条二坊九町

町
町
町
町
町

八
四
七
三
六

十

坊
坊
坊
坊
坊

二
三
四
三
四

条
条
条
条
条

七
八
八
九
九

九条四坊十二町

中・御池通、東洞院通～御幸町通

中・麩屋町通三条上る下白山町306-2

中・麩屋町通錦小路下る桝屋町511,511-1

下・仏光寺通堀川西入晒屋町646

１
１
－
－
７
５
８
７
５
３
町
町
寵
前
燈
西
る
る
上
上
原
寺
松
光
通
仏
院
通
洞
倉
東
高
下
下

下・中堂寺命婦町地内1－6．7

下・猪熊通五条上る柿本町678,620-2

下・醒ヶ井通松原下る篠屋町58,58-2

下・堀川通、四条通～五条通

下・堀川通花屋町下る本願寺門前町

下・東洞院通七条下る東塩小路町

下・小稲荷町78-7他

南・西洞院通、東寺道～九条通地内

南・東九条南山王町52－1他7

南・東九条河西町地先

12/22,1/23.24.

26,2/5

11/7～10,12/22,

1/5

3/14

1/30,2/1

1/25.27.31

1/25.27

1/25

2/28,3/1

1/9.10.17

2/15.17,4/3～

7/30

3/31

12/14,1/5．17．24

2/24

2/15,5/25

2/16,3/3

3/23.29

地表下1.2m以下、平安末期～鎌倉の包含層、

土擴、灰釉陶器、白磁。

地表下1.24m以下、平安後期、鎌倉、室町の土

擴、包含層、高杯、陶器、瓦器、緑釉陶器。

地表下2.0m以下、灰オリーブ色泥砂の無遺物

層

検出できず。

地表下1.08m以下､暗灰黄色粗砂礫の無遺物層。

地表下1.15m以下、鎌倉・室町の土擴。

地表下0.2mで江戸の包含層。

地表下0.08mで江戸の包含層。

地表下0.7m以下、弥生の土壌、弥生土器底部、

平安後期・室町の土塘、平安末期の包含層。

地表下0.26mで路面、鎌倉～室町・鎌倉後期の

落込み、錦小路北側溝。

撹乱のみ。

地表下1.24mで室町の包含層。

０
０

み
み
の
の
土
乱
盛
攪

地表下0.64m以下、オリーブ褐色粗砂の無遺物

層

撹乱のみ。

HL414

HL341

HL501

HL442

HL434

HL432

HL435

HL479

HL421

HL459

HL522

HL398

HL474

HL458

HL460

HL516

３
３
５
４
５
５
４
４
４
４
６
７
７
７
７
７

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

町
町
町
町
町

十
四
四
四
四

坊
坊
坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一
一

条
条
条
条
条

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

町
町
町
町
町
町

三
十
五
六
五
一

十
十
十

坊
坊
坊
坊
坊
坊

一
三
二
二
三
四

条
条
条
条
条
条

三
四
五
五
五
五

町
町
町

一
一
九

十
十
坊
坊
坊

一
一
一
一

条
条
条

一
ハ
ー
ハ
ー
ハ

六条二坊十二町

六条四坊一町

七条一坊二町

七条一坊六町

七条一坊八町

町
町
町
町
町
町

一
三
四
二
三
七

十
十

坊
坊
坊
坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

条
条
条
条
条
条

七
八
八
九
九
九

中・西ノ京中御門東町131

中・西ノ京南壺井町25～27

中・西ノ京星池町他

中・西ノ京栂尾町1－6他

中・西ノ京小倉町～西ノ京栂尾町地先

中・西ノ京西月光町19－1

右．西院春栄町25他､山ノ内赤山町1-1他

中・壬生西桧町31,31-1

右・西院巽町3，3－6

右・西院太田町地内

右・西京極葛野町5他

１
１
町
町
田
田
粟
粟
寺
寺
堂
堂
中
中
下
下

右・西大路通、四条通～五条通

右・西院東中水町20

右・西院清水町120,141

下・朱雀分木町市有地

下・朱雀宝蔵町60

下・朱雀分木町43,45-1

下・西七条比輪田町10

下・梅小路日影町1－11

南・吉祥院西ノ庄東屋敷町32

南・唐橋赤金町60－1，61－1

南・唐橋西寺町1

南・吉祥院西ノ庄渕ノ西町20-2

1/9．11

2/21.24.28

2/8.20.21

8/29～2/21

8/30,9/2～7，

1/9.21

12/20,2/20

3/17.23

2/20,3/8．9

2/21.26

12/7,1/25

10/19,12/16,

1/13

2/17

3/2．9．24

12/14,3/3.31,

4/12

3/15.16.22

1/9．23

10/3,1/5

1/30

1/26,2/1

1/18.20

1/17.23

1/10.11

12/26,1/12

2/21.22

1/9．10

盛土のみ。

地表下1.1m以下､にぶい黄褐色砂泥の無遺物層。

地表下0.5m以下、明黄灰色粗砂礫の無遺物層。

地表下1.2mで鎌倉～室町の南北溝､平安の包含層。

地表下1.1mで平安の包含層。

地表下0.9mで平安の包含層。

地表下1.2m以下､オリーブ褐角泥砂の無遺物層。

０
．

片
片
器
器
師
師
土
土
、
、

層
層
含
含
包
包
で
で
、
、
５
９
０
０
下
下
表
表
地
地

地表下0.6m以下、褐色砂泥の無遺物層。

地表下1.2m以下、湿地堆積。

地表下0.76mで落込み、遺物なし。

地表下0.56mで平安中期の溝。

撹乱のみ。

地表下0.88m以下、褐色砂泥の無遺物層。

検出できず。

地表下0.7m以下､灰オリーブ色砂泥の無遺物層。

地表下1.1m以下、黄褐色砂泥の無遺物層。

地表下0.85m以下、オリーブ灰色砂礫の無遺物

層

地表下0.4mで包含層、須恵器片。

盛土のみ。

検出できず。

地表下0．67m以下、流れ堆積。

地表下0.2mで包含層、土師器片。

検出できず。

HR427

HR475

HR45C

HR134

HR220

HR410

HR508

HR466

HR467

HR387

HR307

HR463

HR485

HR404

HR505

HR423

HR278

HR441

HR437

HR431

HR430

HR428

HR417

HR468

HR426

９
８
９
９
９
９
ｍ
ｕ
、
叩
加
ｎ
ｕ
ｕ
ｎ
ｍ
昭
通
過
過
昭
哩
昭
昭
吃



一

洛北地区(RH)

太秦地区(UZ)

北白川地区(KS)

南・桂地区(MK)

洛東地区(RT)

－52－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NC 図版

鞍馬寺経塚群

植物園北遺跡

植物園北遺跡

本山古墳群

左・鞍馬本町632鞍馬小学校

北・上賀茂畔勝町地先

北・上賀茂松本町6－7

北・上賀茂本山､左・岩倉幡枝町地内

3/31

10/9

4/4.7

11/16,1/9.13.

23,2/10

3/15･31,4/17

3/15.22.23.27.

28

検出できず。

地表下0.5m以下、湿地堆積。

地表下0.3m以下、氾濫堆積。

地表下0.5m以下、黄褐色砂泥の無遺物層。

RH523

RH354

RH506

RH507

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

常盤東/町古墳群

東衣手町遺跡

右・常盤森町8－4

右・西京極東衣手町37－1の一部

12/14,7/14

9/20

3/14

11/20

盛土のみ。

検出できず。

UZ403

UZ498

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NO 図版

岡崎遺跡･最勝寺跡

岡崎遺跡'得長寿院跡

小倉町別当町遺跡

北白川廃寺

北白川廃寺

荊大報養部構内間跡

白河街区跡

禅林寺旧境内

左・岡崎最勝寺町63

左・岡崎徳成町

左・北白川下別当町23

３
１
－
－
０
０
５
５
町
町
内
内
ノ
ノ
瀬
瀬
東
東
川
川
白
白
北
北
左
左

左・吉田二本松町1

左・岡崎入江町33

左・永観堂町48

12/12～4/10

1/23,2/13

3/14.17.20

2/6

3/14

3/2.6

3/23.24

3/20･28,4/5

平安後期の土擴、瓦を多量に含む土擴、溝

本文23ページ。

地表下5.3m以下、流れ堆積。

地表下0.58mで縄文前期・後期の柱穴、住居跡

状遺構。本文17ページ。

盛土のみ。

地表下0.6m以下、包含層、瓦

地表下0.86mで鎌倉の落込み。

地表下0.78mで包含層、土師器片。

地表下0.5mで室町の包含層、白土器の蓋、青

磁輪花椀。

KS389

KS433

KS504

KS446

KS499

KS480

KS514

KS510

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

上久世遺跡

散布地

散布地

芝古墳群

法華山寺跡

法華山寺跡

松室遺跡

南・久世上久世町361,362-1

西．大原野上里南ノ町23他

西・大原野上里南ノ町

西・大原野石見町

西・御陵峰ヶ堂

西・御陵峰ヶ堂町一丁目82の一部

西・松室河原町～松室北河原町

1/30

12/61/27,8/15

2/7･8･10･13

2/6,4/28,9/12

12/16,1/12,2/13.15

2/16

3/314/3．6．17

盛土のみ。

地表下0.8m以下、氾濫堆積。

地表下0.9m以下、黄褐色砂泥の無遺物層。

地表下2.1m以下､オリーブ褐色粘土の無遺物層。

検出できず。

地表下0.2m以下、黄褐色砂泥の無遺物層。

地表下1.2mでオリーブ色砂泥の無遺物層。

０
３
１
８
１
７
４

４
８
５
４
０
５
２

４
３
４
４
４
４
５

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NO 図版

安祥寺下寺跡

中臣遺跡

中臣遣跡

中臣遣跡

中臣遺跡

中臣遺跡

法住寺殿跡

法性寺跡

法性寺跡

山・安朱桟敷町9－2

６
６
３
３
２
２
町
町
野
野
栖
栖
栗
栗
西
西
寺
寺
修
修
勧
勧
山
山

山・勧修寺西金ヶ崎240

６
６
３
３
２
２
町
町
野
野
栖
栖
栗
栗
西
西
寺
寺
修
修
勧
勧
山
山

東．三十三間堂廻り657

東・本町十五丁目778

東・本町二十一丁目462-29.30.36

2/9

3/14

3/14

3/23

3/24

3/24

2/21

2/20

3/7

地表下0.9mで包含層、土師器片。

地表下0.27m以下、黄褐色砂の無遺物層。

砺土のみ。

購土のみ。

地表下0.2m以下､にぶい黄褐色砂礫の無遺物層。

検出できず。

地表下0.6m以下、整地層、落込み、包含層、

江戸の瓦溜。

掘削土より平安～室町の軒丸瓦、軒平瓦、噂

地表下0.2mで室町～江戸の石で護岸した南北

溝。杭

RT455

RT502

RT503

RT515

RT519

RT520

RT470

５
０
６
９
４
４
Ｔ
Ｔ
Ｒ
Ｒ



鳥羽地区(TB)

伏見・醍醐地区(FD)

長岡京地区(NG)

－53－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

唐橋遺跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

烏羽離宮跡

烏羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

烏羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

深草遺跡

南・唐橋川久保町38－1

伏・竹田浄菩提院町地先

伏・中島中道町3－1

伏・竹田内畑町94､竹田桶ノ井町47-3の一部

伏・中島前山町7－1

１
２
３
４
２

１
１
１
１
３

坐
生
生
姓
町

皿
皿
皿
皿
院

町
町
町
町
提

畑
畑
畑
畑
菩

内
内
内
内
浄

田
田
田
田
田

竹
竹
竹
竹
竹

伏
伏
伏
伏
伏
伏・竹田内畑町地先

伏・深草綿森町40－1

1/9．12

2/6

2/8

2/9

3/1．6

3/3

3/3

3/3

3/3

3/17

3/24

'94/4/25,'95/4/20

地表下0.6m以下､オリーブ黒色泥土の湿地堆積。

地表下0.83m以下、黄褐色粗砂の流れ堆積。

地表下1.15mで包含層、土師器片。

盛土のみ。

地表下0.69m以下、池内堆積。

検出できず。

検出できず。

検出できず。

検出できず。

検出できず。

地表下1.03mで包含層、土師器片。1.22m以下、

池状堆積。

地表下0.14mで包含層、土師器片。

TB424

TB447

TB452

TB456

TB477

TB483

TB484

TB486

TB487

TB509

TB518

TB38

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

伏見城跡 伏・桃山町島津53-8,54-2.3 1/31 検出できず。 FD443

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

跡
跡
跡
跡
跡
跡

｛
泉
｛
扉
｛
皐
一
毘
一
泉
一
足

長岡

長岡

長岡

長岡

長岡

長岡

南・久世殿城町280-1,281-1

伏・久我西出町10-13

南・久世殿城町600-1

南・久世東土川町

西･大原野上里南ノ町､大原野上里鳥見町他

伏・羽束師菱川町地内

10/3,1/13･17．19

12/15,3/27

1/9,2/7

2/16,3/7

3/6～9/27

3/9.13.16

地表下1.1mで土擴、落込み、遺物なし。

検出できず。

地表下1.55m以下、褐色砂泥の無遺物層。

検出できず。

地表下0.6m以下、緑灰色細砂の無遺物層。

検出できず。

NG279

NG407

NG425

NG462

NG489

NG497



II1995(平成7)年度4～12月期

平安宮(HQ)

－54－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NC 図版

室
室
蔵
府
府
府
府
原
原
原
寮
寮
寮
寮
寮
寮
寮
寮
府
府
司
司
裏
裏
裏
裏
裏
裏
府
院
府
府
院
司
寮
寮
寮
院
院
院
院
院
院
院
院
寮
識
官
官
官

衛
衛
衛
衛
松
松
松
衛
衛
曹
曹
衛
衛
衛

蔵
蔵
蔵
殿
殿
殿
殿
殿
和
雅
酒
匠
馬
薬
楽
楽
堂
堂
堂
堂
堂
堂
陽
膳
政
政
政

近
近
近
近
の
の
の
近
近
御
御
兵
兵
兵

漆
漆
大
右
右
右
右
宴
宴
宴
内
内
内
縫
縫
縫
縫
縫
左
左
職
職
内
内
内
内
内
内
右
中
左
左
東
造
内
左
典
豐
豐
朝
朝
朝
朝
朝
朝
陰
大
太
太
太

２
１
－
－
０
０
３
３
１
１
町
町
堅
堅
東
東
る
る
下
下
条
条
一
一
通
通

一
別
一
別

御
御
上
上

上・仁和寺街道七本松東入一番町99-12.3、

98-4

上．御前通下立売上る三丁目西上之町245-

18

上・下長者町通七本松西入鳳瑞町388-6

上・御前通下立売上る二丁目仲之町289-5

上・御前通下立売上る三丁目西上之町278-

45

上．七本松通下長者町下る三番町268

上・七本松通下長者町下る三番町268-2

上・下立売通七本松東入長門町435-48

Ａ
Ｂ
３
３
７
７
１
１
町
町
番
番
五
五
入
入
西
西
本
本
千
千
通
通
町
町
者
者
長
長
上
上
上
上

上・下長者町通千本西入六番町367-3

上．下長者町通浄福寺西入新御幸町25

上・下長者町通裏門西入坤高町58

上・下長者町通浄福寺西入新御幸町33-4

上・下長者町通浄福寺西入新御幸町29

上・下長者町通裏門西入坤高町60-1,62-1

上・出水通大宮西入東天秤町145

上・日暮通出水上る秤口町59

上・出水通智恵光院西入田村備前町205-2

上・出水通日暮西入金馬場町168

上・干本通出水下る東入十四軒町413-7.49

６
６
１
１
－
－
１
６
６
４
２
２
町
町
銀
銀
白
白
る
る
上
上
水
水
出
出
通
通
門
門
裏
裏
上
上

上・浄福寺通出水下る東入田村備前町244-2

上・下立売通千本東入田中町477-4

上・下立売通千本東入田中町477-29

上・御前通下立売上る天満屋町331

上・千本通出水西入七番町地先

上・日暮通下立売上る天秤町579-5

上・日暮通出水下る天秤町585-1

上・松屋町通椹木町上る二丁目651-2

中・聚楽廻松下町11-23

上・御前通下立売下る下之町404-4

中・西ノ京左馬寮町7－39

中・聚楽廻松下町3

中・聚楽廻中町43-11

中・六軒町通、山陰線～旧二条通

上．千本通丸太町下る東入主税町1152

中・聚楽廻東町24-11

中・聚楽廻中町49-14

上・千本通二条下る東入主税町812-7

上・千本通二条下る聚楽町854､中・聚楽廻

南町29－2

上・千本通二条下る東入主税町803-3

上・智恵光院通丸太町下る主税町952

上・大宮通椹木町下る一町目855-2

上・竹屋町通千本東入主税町1104

４
４
０
０
１
１
１
１
町
町
税
税

主
、
王

入
入
束
東
本
本
千
千
通
通
町
町
屋
屋
竹
竹
上
上

10/13

12/11

10/9．12

8/7

10/2.3

10/30

12/13.14

4/4

7/11

10/11.12

9/27.28

10/18

12/12

4/10

7/25.26

8/30.31

11/15

11/30

5/15

11/28.29

10/20.24

12/6．7

5/2

5/8

6/22

8/1.2

9/19.20

10/6．9

6/6．12

4/13.17

7/17

8/28.29

11/22.27

8/25

8/8

12/5

5/8

8/9～9/2

12/14.15.18.19

4/24

5/29

4/28

6/13

6/20･21

10/11.12

6/16.19

5/17･25

4/18

7/12

4/18

地表下0.37mで平安～室町の包含層。

巡回時、工事終了。

盛土のみ。

盛土のみ。

地表下0.2mで包含層、土師器片。

検出できず。

盛土のみ。

盛土のみ。

盛土のみ。

盛土のみ。

盛土のみ。

盛土のみ。

検出できず。

地表下0.56mで包含層、土師器片。

盛土のみ。

盛土のみ。

地表下0.26m以下、明黄褐色泥砂の無遺物層。

地表下0.1mで包含層、土師器片。

盛土のみ。

検出できず。

盛土のみ。

地表下0.45mで江戸の包含層。

盛土のみ。

盛土のみ。

盛土のみ。

盛土のみ。

盛土のみ。

盛土のみ。

地表下0.3m以下、平安前期の包含層｡

地表下0.4mで江戸の包含層。

盛土のみ。

地表下0.2mで江戸の包含層。

検出できず。

盛土のみ。

地表下0.55mで室町の包含層。

巡回時、工事終了。

巡回時、工事終了。

豐楽院東限築地外溝検出。本文7ページ。

地表下0.32mで落込み、瓦含む。

盛土のみ。

巡回時、工事終了。

地表下0.12m以下、褐色砂泥の無遺物層。

巡回時、工事終了。

地表下0.4mで東西の溝、土師器片。

地表下0.34mで包含層、土師器片。

地表下0.35m以下、褐色砂泥の無遺物層。

地表下1.0mで江戸の土壌。

地表下0.25mで平安の包含層、緑釉瓦、平瓦、

丸瓦。

巡回時、工事終了。

地表下0.25mで平安の包含層。

HQ285

HQ359

HQ273

HQ195

HQ262

HQ305

HQ369

HQ4

HQ151

HQ281

HQ256

HQ292

HQ366

HQ11

HQ164

HQ228

HQ323

HQ344

HQ66

HQ339

HQ296

HQ350

５
０
５
６
Ｑ
Ｑ
Ｈ
Ｈ

HQ123

HQ185

HQ251

HQ271

HQ102

HQ21

HQ155

HQ219

HQ331

HQ216

HQ192

HQ349

HQ58

HQ197

HQ370

２
９
８

４
８
９

Ｑ
Ｑ
Ｑ

Ｈ
Ｈ
Ｈ

HQ106

HQ124

HQ282

HQ119

１
３
７
３
Ｑ
Ｑ
Ｈ
Ｈ

４
５
３
３
Ｑ
Ｑ
Ｈ
Ｈ

１
１
１

１

１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１

１
１
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

官
官
井
寮
寮
寮
寮
寮
省
省

政
政
馬
馬
馬
馬
馬
部
部

太
太
御
右
右
右
右
右
式
式

上・竹屋町通千本東入主税町1104

上・竹屋町通千本東入主税町826-36

中・西ノ京車坂町11－5．6

中・西ノ京右馬寮町地先

６
２
３
５

２
２
３
２

－
一
一
－

１
１
１
１

１
１
１
１

町
町
町
町

寮
寮
寮
寮

馬
馬
馬
馬

右
右
右
右

一
昆
一
泉
｛
泉
｛
泉

ノ
ノ
ノ
ノ

西
西
西
西

中
中
中
中
中・西ノ京式部町41-12

中・聚楽廻南町30

4/18

4/27

12/7

4/17

5/23

8/7

11/27

12/22.27

4/17

11/29

地表下0.2mで平安の包含層、瓦多量。

嚥士のみ。

感士のみ。

検出できず。

巡回時、工事終了。

盛土のみ。

巡回時、工事終了。

盛土のみ。

巡回時、工事終了。

巡回時、工事終了。

６
４
３
５
Ｑ
Ｑ
Ｈ
Ｈ

HQ357

９
２
２
８
Ｑ
Ｑ
Ｈ
Ｈ

HQ194

HQ335

HQ376

HQ28

HQ341

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

平安京跡隣接地
一 条大路

北辺二坊二町

町
町
町
町
町
町
町
町

一
一
三
八
三
三
四
四十

坊
坊
坊
坊
坊
坊
坊
坊

三
三
三
四
二
二
二
二

辺
辺
辺
辺
条
条
条
条

北
北
北
北
一
一
一
一

町
町
町
町
町
町

七
二
三
五
九
十

坊
坊
坊
坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

条
条
条
条
条
条

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

二条三坊十二町

二条三坊十二町

二条四坊十五町

二条四坊十五町

三条一坊八町

三条一坊十五町

三条二坊九町

三条二坊十一町

三条二坊十六町

町
町
町
町
町
町
町

三
九
九
二
三
三
三
十
十

坊
坊
坊
坊
坊
坊
坊

三
三
三
四
四
四
四

条
条
条
条
条
条
条

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

上・一条通千本東入北伊勢殿構町683

上．一条通浄福寺東入南新在家町332

上・大宮通中立売下る常陸町407-2、和泉

町通上長者町上る和水町438-1

上．西洞院通一条下る讃州寺町241

上・新町通中立売上る正親町旧中立小学校

上・室町通中立売下る花立町506

上・京都御苑内

上・出水通大宮西入家永町762

上・大宮通出水下る家永町767-1,760-2

上・大宮通下立売下る菱屋町809他

上・下立売通油小路東入西大路町136-1、

138-1.3

上・衣棚通出水上る御霊町63

中・釜座通、丸太町通～二条通他地内

８
６
１

６
４
９

３
７
１

町
町
町

屋
寺
横

物
恩
真

指
大
常

入
竪
入

東
る
東

座
下
町

釜
川
室

通
夷
通

町
通
町

屋
棚
太

竹
衣
丸

中
中
中

中・烏丸通丸太町下る大倉町205,205-2～

5，211，213

中・二条通烏丸西入東玉屋町498

中・烏丸通二条上る蒔絵屋町258

中・御幸町通竹屋町上る毘沙門町557-2

中・麩屋町通丸太町下る舟屋町406-1

中・西ノ京北聖町

中・西ノ京北聖町～門前町

中．油小路通二条下る二条油小路町274

中・姉小路通油小路上る式阿弥町121-3

中・二条通油小路東入西大黒町316-1,317

中．釜座通御池下る津軽町770

中・二条通烏丸西入東玉屋町499他

中・室町通二条下る蛸薬師町277

中・高倉通御池上る柊町582

中・御池通、東洞院通～御幸町通

中・三条通麩屋町東入弁慶石町39

中・麩屋町通三条上る下白山町306-1他

5/29

6/29,7/18

5/23

4/13

10/11.16

10/19

11/21.22

9/20･21

10/2

6/22.27.28

9/28

11/13～15.17

8/9.11,9/4．6．22

12/4

7/13.14

11/9

9/6

5/26.31,6/27

11/21.22

5/23.24

8/28.29

12/6

9/12,11/29.30

4/10.17

4/17

12/5

7/10

4/11,5/17'18,6/15･16

7/14.18

11/28

8/18,10/9

7/4,8/30,9/1

9/12.13

盛土のみ。

地表下0.34mで江戸の包含層。

盛土のみ。

地表下0.65mで包含層、瓦

地表下0.9mで鎌倉～室町・江戸の包含層。

盛土のみ。

地表下0.66mで路面。

盛土のみ。

焼土のみ。

地表下1.0mで鎌倉～江戸の包含層。

地表下1.1m以下、整地層、室町の包含層2．

地表下1.0mで室町の包含層。

地表下0.45m以下、時期不明の路面7。

盛土のみ。

地表下1.45m以下、桃山～江戸の池状堆積。

地表下0.4mで包含層、陶器鉢。

地表下0.69mで江戸以降の包含層。

地表下0.83mで道路側溝の裏込め。1.05m以下、

時期不明の路面6。

地表下2.0mで室町～桃山の包含層。

地表下1.0mで鎌倉の包含層。1.45mから平安

後期～鎌倉の落込み。

地表下1.4m以下、平安後期の包含層、落込み。

撹乱のみ。

撹乱のみ。

地表下1.1m以下、平安前期の油小路西側溝、

路面、室町の包含層。

地表下1.0mで平安後期の土塘、灰釉陶器椀高

台、須恵器甕、黒色土器椀。

地表下0.75mで平安～江戸の包含層、土師器、

緑釉陶器、陶器、瓦

地表下1.8mで桃山～江戸の包含層。

地表下1.7m以下、整地層、江戸の包含層。

地表下0.5m以下、整地層、桃山の包含層。

地表下0.52mで江戸の包含層。

撹乱のみ。

礁士のみ。

地表下0.5m以下、江戸の土擴4、陶器多量。富

小路路面､平安後期の溝。本文12ページ。

HL88

HL137

HL81

HL16

HL276

HL294

HL327

HL254

HL263

HL128

HL265

HL318

HL198

HL348

HL147

HL316

HL236

HL87

HL325

HL85

HL222

HL353

HL244

HL8

HL25

HL351

HL142

HL20

HL154

HL334

HL202

HL144

HL243

２
２
２
３
３
３
３
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

三条四坊十六町

三条四坊十六町

町
町
町
町
町
町
町

一
一
七
一
四
六
十

坊
坊
坊
坊
坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

条
条
条
条
条
条
条

四
四
四
四
四
四
四

四条二坊十三町

四条二坊十五町

町
町
三
四
坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条
四
四

四条三坊十一町

四条三坊十三町

四条三坊十三町

四条四坊二町

四条四坊十四町

四条四坊十六町

五条一坊五町

五条一坊十三町

五条二坊一町

五条二坊十一町

五条二坊十三町

町
町
一
一
坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条
五
五

町
町

一
一
一
一
一

坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条
五
五

五条三坊十一町

五条三坊十一町

五条三坊十三町

五条三坊十六町

五条四坊五町

五条四坊十一町

五条四坊十一町

五条四坊十三町

五条四坊十四町

六条二坊十二町

中・麩屋町通二条下る尾張町217,214

中・御幸町通二条下る山本町438,436-2

中・壬生朱雀町1他

中・壬生朱雀町8－2朱雀第一小学校

中・壬生馬場町23-2,35-10

中・大宮通三条下る三条大宮町255

下・四条通黒門東入立中町497

中・堀川通、御池通～四条通

中・油小路通六角下る六角油小路町319他

3

中・油小路通錦小路下る藤本町544

中・油小路通六角下る六角油小路町338、

339-1～3

中・新町通錦小路上る百足屋町391,393

中・新町通錦小路下る小結棚町436

中・錦小路通室町東入占出山町303,305

中・東洞院通四条上る阪東屋町667-1,664

-18

中・東洞院通四条上る阪東屋町667-2他

中．六角通高倉西入滕屋町185

中．寺町通蛸薬師下る西側円福寺前町268-

5，270，271

中・寺町通三条下る永楽町238-1,239,240

中・壬生相合町13－1

中・壬生相合町1－20

下・猪熊通四条下る松本町265-1.2

下・油小路通仏光寺下る太子山町596-2

下・油小路通高辻下る麓町629

下・四条通西洞院下る妙伝寺町702

下・新町通四条下る四条町348、綾小路通

西洞院東入新釜座町722-1

下・新町通仏光寺上る船鉾町408

下・高辻通西洞院東入堀之内町259-1

下・烏丸通仏光寺下る大政所町692,高辻

通烏丸西入骨屋町336

下・烏丸通仏光寺下る大政所町675

下・高辻通烏丸東入南側因幡堂町655,656

下・四条通烏丸東入長刀鉾町31,32-3

下・高辻通柳馬場西入泉正寺町454,454-2

他2

下・仏光寺通麩屋町西入仏光寺東町125

下・麩屋町通仏光寺下る鍋屋町257-6

下・麩屋町通高辻下る鍵屋町214

下・御幸町通高辻上る橘町446

下・醒ヶ井通六条上る佐女牛井町143,146

9/12.19.22

10/27.30,11/2

4/4．7

7/18,9/8

4/11.17

6/26.28

6/21.23

7/31,8/29,9/22

4/21.24.25,5/8

5/23.24

12/19.20.22

5/16

8/3.18

9/13.22.29

4/10･12

5/10

10/24･25.27

10/4．6．11

4/26,5/8

6/15.19

8/29.30

4/24

6/12.15.16.20.

21

7/11.24

7/20

9/25.29,10/3．6

6/20,7/4

8/28.30,9/1

6/20.27

10/11･19

9/11.18

6/12.21

6/26.27

4/24

5/18.26

9/20

4/13

8/11.14.23

地表下0.92m以下､平安～室町の包含層､江戸の落込

み､桃山～江戸の土擴､天目椀10個体唐津､志野。

地表下1.43m以下､路面､二条大路と東京極大路

の交差点､平安後期の包含層､東京極大路路面。

盛土のみ。

盛土のみ。

検出できず。

地表下2.0m以下、青灰色粘土の無遺物層。

地表下0.66mで鎌倉～室町の包含層。

撹乱のみ。

地表下0.86mで平安～室町の土塘、鎌倉～室町

の落込み、白磁椀、青磁皿等遺物多数。

地表下1.1mで平安中期の包含層。

地表下0.95m以下、鎌倉の包含層、鎌倉～室町

の土擬､水溜遺構｡敷地南側で平安後期の井戸。

盛土のみ。

地表下1.0m以下、鎌倉～桃山の土塘、平安.

鎌倉後期・室町前期の包含層。

地表下1.05mで平安～鎌倉、室町の土塘。排土

からキセル。

地表下1.0m以下、鎌倉．室町の落込み、整地

層、鎌倉～室町の包含層。

盛土のみ。

地表下1.5mで鎌倉の包含層。

地表下1.15m以下、平安前期の包含層、室町の

土擴。本文48ページ。

地表下0.55m以下、路面15、うち平安1、鎌倉

の包含層。

地表下1.1m以下､オリーブ褐色砂礫の無遺物層。

地表下0.85m以下、整地層、江戸の包含層。

巡回時、工事終了。排土から平安後期～鎌倉の

土師器皿、須恵器。

地表下0.85m以下、平安中期～末期の落込み、

平安中期～後期の柱穴、平安後期の杭が残存す

る土城。平安以前の包含層。1～1.5mで良好な

遺構面。

地表下0.7m以下､平安中期の包含層､平安後期

の溝､油小路東側溝､鎌倉～室町の包含層､土塘。

地表下1.14m以下､オリーブ黒色砂礫の無遺物層〔

地表下1.2m以下、平安前期．中期．後期の包

含層、鎌倉の土擴。

地表下0.72mで包含層、瓦

地表下1.0m以下、室町・桃山の落込み、包含

層、西洞院大路路面、側溝。

地表下1.5m以下、平安後期、鎌倉、鎌倉～室

町の包含層。

地表下1.01mで鎌倉～室町の土塘。

地表下0.68mで室町の包含層。

地表下1.9mで桃山の土擴・室町の包含層。

地表下2.41mで江戸の井戸。垳墹と石を積む。

底部に「岩倉」銘をもつ陶器椀。地点3の2.41

mで古墳期の土器。

地表下1.28m以下、鎌倉の包含層。

地表下1.15m以下、桃山～江戸の包含層。

撹乱のみ。

地表下1.52m以下、平安後期・室町の包含層。

地表下0.53m以下、弥生の落込み、平安後期～

鎌倉の土擴、土師器多量。本文48ページ。
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平安京右京(HR)

－57－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

町
町

一
ハ
一
一

十坊
坊
三
四
条
条

一
ハ
ー
ハ

六条四坊八町

七条一坊四町

七条二坊十一町

七条二坊十三町

七条二坊十五町

七条三坊十三町

町
町
一
四
坊
坊
四
四
条
条
七
七

七条四坊十三町

七条四坊十五町

町
町
町

二
三
七

坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条
条

八
八
八

八条三坊一町

町
町
三
八
坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条
八
八

八条三坊十六町

八条四坊十三町

八条四坊十五町

八条四坊十六町

町
町
八
三
坊
坊
一
一
一

条
条
九
九

九条二坊十一町

九条二坊十四町

九条三坊十四町

下・不明門通松原下る吉水町458-1.2.5他

下・東洞院通五条上る深草町569,571,573、

575-2

下・松原通高倉東入杉屋町270,272

下・朱雀正会町15-2

下・西中筋通正面下る丸屋町116-1

下・油小路通七条上る米屋町185,185-1～

3

下・油小路通正面上る仏具屋町216

下・不明門通七条上る粉川町227

下・東洞院通六条下る橋詰町146

下・東洞院通七条上る飴屋町242,238-1.4

下．三ノ宮町通七条上る下三ノ宮町301

下・加茂川筋上ノロ下る菊屋町318-2,319

－2

下・塩小路通猪熊西入坊門中之町75

下．梅小路通大宮東入古御旅町207-1

下・堀川通下魚棚西入鎌屋町～西堀川通塩

小路上る志水町地先

下・七条通新町西入夷之町696-3,698

下・西洞院通塩小路下る東塩小路町866他

下・七条通烏丸西入西境町165-1

下・烏丸通七条東入真苧屋町212

下・屋形町6－1

下・川端町9-2.7.8

下・七条通加茂川筋西入稲荷町458,460

南・東寺町531

南・西九条南小路町19-2

南・西九条蔵雫町50-1.2

南・西九条春日町13九条弘道小学校

南・東九条北烏丸町11

6/29

8/7

6/29.30,7/10

4/26

8/21～23

8/2.4.9

4/4.11

7/20･30

11/6.7

9/6～8

9/18

8/29

6/15.26

8/28.29

11/9.10.13.22

8/21.22.28.30,

9/1

8/7.25,9/1．20

8/30,9/4

11/15～17

5/22

10/9

12/18

5/22.30

10/9.12.13

5/22.30

10/12

10/27･30

盛土のみ。

地表下1.55mで包含層、土師器片。

地表下1.25m以下、室町・江戸の包含層。

地表下0.65mで平安の包含層、白磁鉢。

地表下1.25m以下、平安末期～鎌倉の包含層。

地表下0.95m以下、平安前期・中期・鎌倉・室

町の包含層、遺物多数。

地表下1.09m以下､平安中期の土壌､緑釉陶器、

黒色土器、室町の土塘。

地表下1.19m以下、鎌倉の包含層、平安後期の

土擴、灰釉陶器、瓦器椀、須恵器蓋。

地表下0.6m以下、室町の東洞院大路路面。

地表下1.85m以下､平安の流れ堆積､緑釉陶器、

平安中期～鎌倉の包含層、流れ堆積､灰釉陶器。

地点2の流れ堆積を肩として鎌倉の井戸。

検出できず。

地表下0.55m以下、流れ堆積。

検出できず。

地表下1.5m以下、緑灰色砂礫の無遺物層。

地表下1.2m以下、江戸～近代の粗砂層。

地表下0.3m以下、平安末期～鎌倉の整地層。

0.62mで七条大路路面。

地表下2.08m以下、平安末期・鎌倉の包含層。

地表下1.1mで室町の包含層。1.7m以下、流れ

堆積。

地表下0.7m以下、路面3，流れ堆積、平安前

期の包含層。排土より須恵器甕。

検出できず。

盛土のみ。

地表下1.48mで江戸の包含層。1.75m以下、流

れ堆積。

地表下0.85mで湿地堆積、瓦質の五徳。

地表下0.56m以下、鎌倉の包含層、平安後期～

室町の落込み、猪隈小路西側溝。

地表下0.56m以下、弥生・平安後期の包含層。

盛土のみ。

地表下1.2mで鎌倉～室町の包含層。
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

一条大路

一条大路

北辺三坊四町

一条二坊三町

一条二坊四町

一条二坊七町

一条三坊五町

一条三坊十二町

一条三坊十六町

二条二坊十一町

上・一条通七本松西入滝ヶ鼻町～一条通下

ノ森東入東町地先

上・一条通、御前通～七本松通地内

北・大将軍一条町～大将軍西町地内

上・御前通下立売上る天満屋町325

中・西ノ京西鹿垣町63

上・上ノ下立売通御前西入堀川町527-9.10.47

中・西ノ京伯楽町24-10

中・丸太町通南側、馬代通～右・花園木辻

南町

右・花園鷹司町1,13､花園猪毛町8-1,871他

中・西ノ京上合町56,57

8/3．28

12/1

5/22.30.31,6/8

4/26

6/15.20

7/25.31

7/24.27

6/20～23,

7/18.19

5/8.18,6/8

12/6．8

撹乱のみ。

全面夜間工事のため調査できず。

地表下0.14m以下、包含層、土師器片。

地表下1.3m以下、黄褐色泥砂の無遺物層。

地表下0.3mで平安の包含層、灰釉陶器。

盛土のみ。

地表下0.5mで包含層、土師器片。

地表下0.7m以下、黄褐色砂泥の無遺物層。

盛土のみ。

盛土のみ。

HR190

HR346

７
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７
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洛北地区(RH)

－58－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

二条二坊十一町

二条二坊十二町

二条三坊二町

二条四坊十二町

三条一坊一町

三条一坊四町

三条二坊一町

三条三坊十二町

三条三坊十四町

四条一坊四町

四条一坊六町

四条二坊五町

四条三坊一町

四条四坊七町

四条四坊七町

四条四坊十三町

町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町

一
二
八
八
三
六
六
八
三
三
三
三

十
十
十

坊
坊
坊
坊
坊
坊
坊
坊
坊
坊
坊
坊

一
一
四
四
四
一
一
一
一
一
二
二

条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条

五
五
五
五
五
六
六
六
六
六
六
六

六条二坊三町

七条一坊八町

七条二坊十一町

七条二坊十五町

七条三坊七町

七条四坊二町

町
町
町
町
町

六
六
七
四
四

坊
坊
坊
坊
坊

四
二
三
一
一

条
条
条
条
条

七
八
八
九
九

九条一坊十四町

九条一坊十五町

九条四坊十四町

中・西ノ京笠殿町地内

中・西ノ京南上合町104

中・西ノ京中御門西町111,113

右・太秦安井柳通町安井小学校

中・西ノ京星池町8－12

中・西ノ京栂尾町地内

中・西ノ京銅駝町27-2

右・西院金槌町15-1,中・西ノ京島ノ内町17-2

中・西ノ京月輪町38

中・壬生御所ノ内町39

中・壬生花井町3

中・壬生渕田町1－5

右・西院上花田町21

２
２
－
－
４
４
１
１
町
町
下
下
ノ
ノ
山
山
内
内
ノ
ノ
山
山
右
右

右・山ノ内西裏町～西院笠目町地内

中・壬生高樋町10

中・壬生高樋町57-1

右・西院安塚町25～27

右・西院安塚町5－2の一部

右・西院西田町26,36-2

下・中堂寺南町地先

下・中堂寺南町地先

下・中堂寺北町30－1

下・御前通一筋東の通､五条通～花屋町通上る

下・中堂寺粟田町地先

下・西七条東御前田町～西七条赤社町地先

下・西七条東御前田町24他7，西七条赤社

町20－1他8

下・西七条東御前田町24他7､西七条赤社

町20-1他8

下・朱雀分木町43,45-1

下・西七条市部町12-2

下・西七条名倉町6

右・西京極南庄境町7－1

右・花屋町通､葛野大路一筋東通～西小路

一筋西通地内

右・西京極北裏町15

下・梅小路石橋町5

下・七条御所ノ内西町68-13他

南・新千本通西側､針小路通～九条通地内

南・唐橋高田町59

南・唐橋西寺町33－2

南・唐橋門脇町4－1

南・吉祥院内河原町3-2,4,6,7-1

12/10.13～15.27

12/11･12

5/9

7/25.30

4/26

12/11

8/17.31,9/1

7/31,10/31,11/2

8/18.21

8/22.24.29

10/16.17･20.23

10/30,11/21.24

5/23

10/3.4.5

11/29

5/25･31,6/1,7/7･

10･27,8/2,9/18

10/18･20.23

6/19

6/6.12

10/11

7/28,8/2

4/4

4/13

6/20.21

10/16.26,11/16･28

12/6･14

6/26.28

7/7.10.12

11/22

10/25.30

6/23.27

11/22.24

4/13.17

7/27,8/2.17.29

9/18.20

5/2.8.18

6/6．12

6/15～9/21

7/19･20

4/21.26

8/21.23.24

12/14

撹乱のみ。

地表下0.45mで平安後期～鎌倉の包含層。

地表下0.94mで平安の溝、大炊御門大路北側溝。

土師器、須恵器片。

地表下0.98m以下、湿地堆積。

地表下0.6m以下、褐色砂礫の無遺物層。

盛土のみ。

地表下0.63mで平安前期の包含層､灰釉陶器。

盛土のみ。

地表下0.25mで包含層、土師器片。

地表下1.18mで江戸の包含層。

地表下1.4m以下､オリーブ灰色粘土の無遺物層。

検出できず。

巡回時、工事終了。

地表下1.0m以下、明黄褐色砂泥の無遺物層。

検出できず。

地表下1.2mで湿地堆積。

検出できず。

盛土のみ。

地表下1.76m以下、明黄色砂泥の無遺物層。

巡回時、工事終了。

検出できず。

地表下0.74m以下、褐色砂泥の無遺物層。

地表下1.2m以下、褐灰色砂礫の無遺物層。

検出できず。

地表下1.2m以下､オリーブ褐色砂泥の無遺物層。

検出できず。

検出できず。

盛土のみ。

盛土のみ。

地表下0.5m以下、褐色砂泥の無遺物層。

地表下0.36mで平安の包含層。

地表下0.6m以下、黄褐色砂泥の無遺物層。

地表下1.06m以下、褐色砂泥の無遺物層。

地表下1.3m以下､にぶい黄褐色砂泥の無遺物層《

地表下0.4mで包含層､土師器片。

地表下0.28m以下、池内堆積。

検出できず。

地表下1.1m以下、氾濫堆種。

地表下1.36m以下、湿地堆積。1.5mで江戸の

包含層。

排土から布目瓦。

西半部試掘調査済み地表下1.3m以下､流路堆

積､古墳期の高杯､須恵器甕､口縁に波状文あり。

盛土のみ。

HR361

HR362

HR61

HR169

HR50

HR363

HR200

HR180

HR201

HR213

HR290

HR306

HR83

HR268

HR342

HR86

HR293

HR122

HR101

HR283

HR177

HR3

HR22

HR125

HR291

HR355

HR136

HR146

HR333

HR298

HR130

HR332

HR23

HR174

HR250

６
７
５
９
Ｒ
Ｒ
Ｈ
Ｈ

HRll5

HR159

HR40

HR210

HR371

９
９
８
８
９
９
９
８
８
ｎ
ｕ
ｕ
Ⅲ
加
加
皿
ｎ
ｎ
ｍ
ｎ
ｍ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
週
喝
昭
皿
哩
蚫
喝
皿
咽
田
過
岨
皿

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NC 図版

岩倉忠在地遺跡

岩倉中在地遺跡

北野遺跡

左・岩倉下在地町126-1

左・岩倉村松町60の一部

北・北野紅梅町46-1.2

6/29･30

11/17

4/21.24.25

臨土のみ。

礁士のみ。

地表下0.6m以下､奈良時代の溝､室町の柱穴、

時期不明の柱穴、土塘。

RH138

RH324

RH39



太秦地区(UZ)

北白河地区(KS)

－59－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

北野遺跡･北野廃寺

北野遺跡･北野廃寺

北野遺跡･北野廃寺

聚楽第跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡

平安京跡隣接地

室町殿跡

室町殿跡

北・北野上白梅町52～55

北・北野上白梅町16の一部

北・北野上白梅町31,32

上・元誓願寺通大宮西入元妙蓮寺町542

北・上賀茂薮田町33－1

北・上賀茂荒草町30－1

北・上賀茂岩ヶ垣内町23

北・上賀茂松本町94,103の一部

上・七本松通一条下る観音町～一条通下ノ

森東入東町地先

上・今出川通室町西入堀出シ町308

上・烏丸通今出川上る西入岡松町262

4/18

9/11

11/2．6

4/13.17

7/27.31

8/4．9

9/1

10/3．5

7/27

8/22.23

8/22～24

地表下0.3mで包含層、土師器片。

巡回時、工事終了。

地表下0.63mで鎌倉～室町の西方向の落込み。

地表下1.0mで江戸の包含層。

盛土のみ。

盛土のみ。

盛土のみ。

地表下0.6m以下、褐色砂泥の無遺物層。

盛土のみ。

地表下1.83mで平安末期の土擴。

地表下0.38mで庭石、南北1m、東西1.4mの

方形。0.88mで室町の包含層。

RH32

RH239

RH311

RH15

RH176

RH191

RH230

RH270

RH173

RH207

RH211

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

上ノ段町遺跡

広隆寺旧境内

広隆寺旧境内

常盤東ノ町古墳群・

仁和寺院家跡

常盤東/町古墳群・

仁和寺院家跡

東衣手町遺跡

広沢池遺跡・

山越古墳群

右・太秦帷子ヶ辻町35-8

右・太秦東蜂岡町10

右・太秦蜂岡町15

右・常盤一ノ井町5，5－1

右・常盤一ノ井町5，5－1

右・西京極東衣手町37－1の一部

右・山越乾町l他

6/16

11/14

12/4．12

9/26～29,

10/6．7

12/11

4/13.17

8/7～10/3

地表下0.5mで土塘、土師器片、炭

盛土のみ。

検出できず。

地表下0.5mで古墳・平安の溝、刀子出土。

本文15ページ。

地表下0.43m以下、灰オリーブ色砂礫の無遺物

層

検出できず。

地表下0.4m以下、氾濫堆積、包含層、土師器

片

UZ118

UZ315

UZ347

UZ255

UZ360

UZ24

UZ196

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

一乗寺向畑町遺跡

岡崎遺跡･延勝寺跡

岡崎遺跡･成勝寺跡

岡崎遺跡･尊勝寺跡

岡崎遺跡･尊勝寺跡・

最勝寺跡

岡崎遺跡･得長寿院跡

岡崎遺跡･得長寿院跡

岡崎遺跡･法勝寺跡

岡崎遺跡･法勝寺跡

岡崎遺跡･法勝寺跡

京都大学北部構内遺跡

京都大学北剖購内遺跡

京都大学淵購内遺跡

白河街区跡

白河街区跡

白河街区跡

白河街区跡

白河街区跡

白河街区跡

左・修学院大林町9－1

左・岡崎円勝寺町1-20.21

左・岡崎成勝寺町地先

左・岡崎最勝寺町2-34.37

左・岡崎最勝寺町～岡崎成勝寺町

左・岡崎徳成町10

左・岡崎徳成町15-11

左・岡崎法勝寺町京都市動物園

左・岡崎南御所町43-10

左・岡崎法勝寺町岡崎公園内

左・北白川東蔦町27

左・北白川追分町60

左・北白川追分町41－5

左・北門前町地先

左・聖謹院東町19,19-1

左・浄土寺真如町～岡崎真如堂前町地内

左・吉田下大路町22

左・吉田下大路町30

左・吉田下大路町14

9/13.14.28

6/30,7/10

5/11.13

7/12.14.20

5/9～8/9

10/4

10/13.19

7/18

7/24

11/6．7

6/15.16.18

7/3･10

9/14

4/18,5/19.22

6/12

9/25～10/31

7/27.31

8/1.3

8/7．8

地表下0.6m以下、石器剥片（サヌカイト）を

含む湿地堆積、縄文の包含層、弥生の土嫡。

地表下1.11mで鎌倉～室町の包含層、時期不明

の土壌。

地表下1.14mで平安以降の二条大路末南側溝。

地表下1.21m以下、平安後期の包含層。

二条大路末南北両側溝、最勝寺、尊勝寺寺域内

の建物基壇地業、大量の瓦を含む土擴。本文26

=＜－ジ。

地表下0.5mで整地層をきって平安末期の土擴、

平．丸瓦多量。本文49ページ。

地表下1.0m以下、平安の落込み、平安末期～

鎌倉の包含層。本文49ページ。

地表下0.23mにて柱穴。遺物なし。

盛土のみ。

地表下1.8m以下、流れ堆積。

地表下0.52mで弥生～古墳の包含層。

。
Ｏ

片
片
器
器
師
師
土
土
、
、

層
層
含
含
包
包
で
で
、
、
５
５
０
８
１
０
下
下
表
表
地
地

地表下0.38m以下、平安後期．江戸の土嫡、平

安の包含層。

地表下0.25mで平安末期の包含層。

撹乱のみ。

地表下0.9mで室町の包含層。

地表下0.18mで室町の土嫡。

地表下0.35mで平安末期～鎌倉の土擴3。

KS245

KS139

KS64

KS145

KS62

KS274

KS289

KS157

KS165

KS314

KS116

KS140

KS248

KS30

KS110

KS260

KS170

KS179

KS187.



南・桂地区(MK)

洛東地区(RT)

－60－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

白河街区跡

白河街区跡

白河北殿跡

白河南殿跡

法成寺跡

法成寺跡

左・聖護院河原町31,31-1,34-3

左・頭町357

左・東丸太町22

左・聖護院蓮華蔵町4－33

上・河原町通広小路下る梶井町～河原町通

丸太町上る出水町地先

上・河原町通東側、広小路通南一筋目～丸

太町他

10/11.17

11/22

11/28

7/28

7/13.18,9/4．5．

28

11/13．15～17.

28,12/6

地表下1.05m以下、黄褐色粗砂の無遺物層。

嚥士のみ。

礁土のみ。

關士のみ。

地表下0.3m以下、室町の包含層、路面。

地表下1.03mで江戸の包含層。

KS286

KS330

KS337

KS171

KS150

KS319

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

大薮遺跡

大薮遣跡

久我東町遺跡

中久世遺跡

中久世遺跡

中久世遺跡

中久世遺跡

南・久世殿城町551

南・久世大薮町255,261

伏・久我東町7－61

南・久世中久世町二丁目98－1

南・久世殿城町地内

南・久世中久世町四丁目地内

南・久世中久世町736

6/2.5

7/4

7/19.24

5/2

5/10.18.19,25.26.30

10/2･4.26

10/23

盛土のみ。

地表下0.15mで包含層、土師器、須恵器片。

地表下1.05m以下、褐色砂泥の無遺物層。

地表下0.45m以下、明黄褐色砂泥の無遺物層。

地表下1.1m以下、黄褐色砂泥の無遺物層。

地表下1.48m以下、弥生の流路。

盛土のみ。

MK95

１
０
４
６
１
１
Ｋ
Ｋ
Ｍ
Ｍ

７
３
５
６
Ｋ
Ｋ
Ｍ
Ｍ

４
７
６
９
２
２
Ｋ
Ｋ
Ｍ
Ｍ

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

大塚遺跡

勧修寺旧境内

芝町遺跡

製鉄遺跡

珍皇寺旧境内

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

山・大塚野溝町86音羽中学校

山・勧修寺泉玉74

山・髭茶屋屋敷町14－1

山・四ノ宮熊ヶ谷

東・小松町11-21

３
３
１
１
町
町
越
越
打
打
野
野
栖
栖
栗
栗
山
山

６
６
４

３
３
２

２
２
２

町
町
町

野
野
野

栖
栖
栖

栗
栗
栗

西
西
西

寺
寺
寺

修
修
修

勧
勧
勧

山
山
山

山・西野山中臣町27-12

６
６
６

３
３
３

２
２
２

町
町
町

野
野
野

栖
栖
栖

栗
栗
栗

西
西
西

寺
寺
寺

修
修
修

勧
勧
勧

山
山
山

１
４
８
６
１
－
町
妬
口
町
ヶ
臣
所
中
番
山
辻
野
椥
西
●
●
山
山

山・勧修寺東栗栖野町他12

山・栗栖野打越町8－35

山・勧修寺西栗栖野町273

山・勧修寺西金ヶ崎

山・東野森野町23-26.27

山・勧修寺西栗栖野町56-16.17

山・勧修寺西金ヶ崎212-3

山・勧修寺西栗栖野町56-23

山・勧修寺西栗栖野町7

山・西野山中臣町44-31

３
３
３
３

１
１
１
１

町
町
町
町

越
越
越
越

打
打
打
打

野
野
野
野

栖
栖
栖
栖

栗
栗
栗
栗

山
山
山
山

山・栗栖野打越町～勧修寺東栗栖野町地先

6/16

4/7

6/6,7/10

4/17.18.20

11/6

4/7

4/7

4/11

4/18

4/17

4/20

5/18

6/1

6/1

6/6

6/9

6/27～30

12/19

7/13

8/2

8/8

8/21

9/13

10/3

10/3

10/24.25

11/1

11/1

11/1

11/1

11/21

盛土のみ。

盛土のみ。

地表下0.72mで包含層、陶器片。

地表下1.15m以下、黄褐色砂泥の無遺物層。

地表下0.4mで室町の包含層。

盛土のみ。

盛土のみ。

地表下0.35m以下､オリーブ褐色粗砂礫の無遺物層。

地表下0.25m以下、黄褐色砂礫の無遺物層。

地表下0.25m以下、黄褐色粘土の無遺物層。

盛土のみ。

巡回時、工事終了。

地表下0.74m以下、砂礫の無遺物層。

地表下0.15m以下、黄褐色シルトの無遺物層。

盛土のみ。

検出できず。

地表下0.3mで包含層、土師器片。

地表下0.46mで包含層、土師器片。

地表下0.21mで包含層、土器片。

南士のみ。

轤士のみ。

検出できず。

地表下0.44mで包含層、土師器片。

盛土のみ。

盛土のみ。

検出できず。

盛土のみ。

盛土のみ。

盛土のみ。

盛土のみ。

検出できず。

RT117

RT5

９
７
９
２
Ｔ
Ｔ
Ｒ
Ｒ

RT313

RT6

RT7

RT13

RT14

RT26

RT31

RT74

RT90

RT91

RT100

RT105

RT129

RT152

RT153

RT183

RT193

RT203

RT247

RT266

RT267

RT299

RT307

RT308

RT309

RT310

RT326



烏羽地区(TB)

－61－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

法観寺旧境内

法住寺殿跡

法住寺殿跡

南日吉町遺跡

一

兀
一
兀

屋敷廃寺

屋敷廃寺

跡
跡
跡
跡

庁
庁
庁
庁

政
政
政
政

羅
羅
羅
羅

波
波
波
波

一
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ

山・勧修寺西金ヶ崎212-1

山・栗栖野打越町地先

山・栗栖野打越町地先

山・勧修寺西金ヶ崎212-4

山・西野山中臣町72-83

山・勧修寺西金ヶ崎212-1

山・西野山中臣町72-41

東・八坂漁、東大路頽～八坂の塔前

東・今熊野日吉町50

東・下堀詰町264

東・今熊野剣ノ宮町他地内

山・大塚元屋敷町62-24

山・大塚元屋敷町62-6

東・富川筋六丁目～三礁町

東・本町二丁目91

東・妙法院前側町421-1,422-4

東・本町三丁目98,100

11/30

12/12

12/13

12/13

12/18

12/27

12/19

10/26～12/7

7/24

12/5

8/21.28.31,

9/1.5,10/3

8/2

11/1

4/11,7/10

7/31

9/1.5

9/14

關士のみ。

撹乱のみ。

地表下0.57m以下、黄褐色粘土の無遺物層。

感士のみ。

磯士のみ。

礁士のみ。

礁士のみ。

地表下0.3m以下、オリーブ黄色粘土の無遺物層。

盛土のみ。

検出できず。

地表下0.45m以下、オリーブ黄色微砂の無遺物

層

盛土のみ。

地表下0.3m以下、黄褐色砂泥の無遺物層。

撹乱のみ。

地表下0.95mで室町の包含層。

地表下0.6m以下、灰オリーブ色微砂の無遺物層。

撹乱のみ。

RT343

RT365

RT367

RT368

RT375

RT377

RT379

RT301

RT166

RT352

RT206

RT184

RT302

RT12

RT178

RT231

RT249

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

唐橋遺跡

唐橋遺跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

烏羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

南・唐橋堂ノ前町15-9

南・吉祥院九条町30－1．2

伏・中島河原田町29，130

伏・竹田内畑町144-9

０
１
１
１
－
－
４
４
４
４
１
１
町
町
畑
畑
内
内
田
田
竹
竹
伏
伏

伏・竹田内畑町73－2の一部

伏・中島河原田町4－34

９
９
９

３
３
３

－
一
一

９
９
９

５
５
５

１
１
１

町
町
町

畑
畑
畑

内
内
内

田
田
田

竹
竹
竹

伏
伏
伏

伏・竹田真幡木町61－4．5（竹田小屋ノ

内町）

伏・竹田内畑町69（竹田小屋ノ内町）

伏・竹田内畑町145-3

伏・竹田浄菩提院町地先

伏・竹田浄菩提院町56－2

伏・竹田浄菩提院町10-3(中島中道町）

伏・中島中道町地先

伏・竹田田中殿町44

伏・中島河原田町1－21

伏・竹田浄菩提院町24－5

伏・竹田内畑町地先

伏・竹田内畑町145－1．5，289－1、竹田浄

菩提院町46－1

伏・竹田内畑町145-7

伏・竹田浄菩提院町地先

南・上鳥羽火打形町地先

伏・竹田真幡木町58－5

伏・竹田内畑町82－4

6/8.15

11/27.29

23

28

11

13．15

4/14

4/26

4/26

4/26

4/26

5/19

6/5

6/5

6/5

6/7．8

6/14

7/18

8/21･

8/21

8/23

8/24.

8/25

9/4

9/4

9/11

9/21

9/21

10/9･

11/30

12/12

12/15

地表下1.15mで包含層、瓦

地表下0.95mで炭混入層。

検出できず。

０
０
○

み
み
み

の
の
の

土
土
土

盛
盛
盛

巡回時、工事終了。

。
◎
０
０

み
み
み
み

の
の
の
の

土
土
土
土

盛
盛
盛
盛

検出できず。

地表下0.35mで包含層、瓦

掘削工事なし。

地表下1.39m以下､整地層、包含層、土師器片、

池状堆積。

感士のみ。

嚥士のみ。

地表下0.74m以下、湿地堆積。

検出できず。

巡回時、工事終了。

盛土のみ。

地表下0.64m以下、包含層3、土師器片。1.2

m以下、湿地堆積。

巡回時、工事終了。

巡回時、工事終了。

０
０

み
み
の
の
乱
乱
攪
攪

地表下0.64m以下、鎌倉の包含層。

検出できず。

TB104

TB336

TB19

TB46

TB47

TB48

TB53

TB76

TB93

TB94

TB96

TB103

TB107

TB158

TB204

TB205

TB214

TB215

TB218

TB232

TB233

TB240

TB258

TB259

TB278

TB338

TB364

TB373



伏見・醍醐地区(FD)

長岡京地区(NG)

－62－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

嘉祥寺跡

日野谷寺町遺跡

日野谷寺町遺跡

深草寺跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏．深草瓦町20

伏・日野谷寺町地先

伏・日野谷寺町地内

伏・深草僧坊町55－2

伏・山崎町360,367,369

伏・桃山福島太夫西町7

伏・桃山羽柴長吉中町34,35

伏・新町二丁目509

伏・紙子屋町～新町十一丁目地先

伏・桃山町伊賀60－1

伏・東大手町754

伏・桃山町三河～桃山町松平武蔵地先

伏・桃山町三河47－1

伏・深草墨染町1－4

伏・新町十三丁目294－1．8

伏・京町四丁目166-1

9/5

4/20･21.24･26,

9/14.20

6/27,7/11･17

9/18.20

5/17

7/26

8/1,9/4．5

8/22

8/25.28.29,9/1

10/5

10/13.16～20

11/14.16.17

11/15～17

12/1

12/20

12/20.22

地表下0.23mで包含層、瓦、窯体片。

地表下0.8m以下，暗灰黄色粗砂礫の無遺物層。

地表下0.97m以下、褐色泥土の無遺物層。

地表下0.3mで江戸の包含層。

検出できず。

地表下0.65m以下、褐色粘土の無遺物層。

地表下0.3m以下、時期不明の落込み、濠跡の

可能性あり。

地表下0.7mで包含層、瓦

地表下1.2mで室町の包含層。

巡回時、工事終了。

地表下0.6mで古墳前期の包含層、土師器甕、

壷

地表下0.67m以下、明黄褐色砂礫の無遺物層。

地表下0.42m以下、整地層、桃山の土擴、桃山

～江戸の包含層。1.48mで桃山の整地層をきっ

て礎石2個。東西2m間隔。

検出できず。

検出できず。

盛土のみ。

FD234

FD37

FD132

FD253

FD68

FD175

FD181

FD212

FD217

FD280

FD288

FD320

FD322

FD345

FD380

FD381

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

長岡

長岡

長岡

長岡

長岡

長岡

長岡

長岡

長岡

長岡

長岡

長岡

一
泉
一
泉
一
尿
一
泉
一
皐
一
尿
一
泉
一
尿
一
示
一
泉
一
泉
｛
泉

跡
跡
跡
跡
跡
跡
跡
跡
跡
跡
跡
跡

東士111遺跡･長岡京跡

東土jll遺跡･長岡京跡

伏・羽束師古川町234,235,730

伏．羽束師菱川町351

西・大原野上里烏見町地先

伏・羽束師菱川町地先

西・大原野上里勝山町地先

伏・羽束師菱川町104

伏・羽束師古川町389-3

西・大原野上里男鹿町13-8

伏・羽束師菱川町4－2

伏・久我石原町9－21

伏・久我森ノ宮町6-26他

伏・羽束師志水町127-1

南・久世東土川町．

南・久世大薮町､久世東土川町

4/13

4/26

5/17

7/6．24

5/17.19.25

6/14.19.21

7/10.12

8/28･30

9/4．5

9/6

10/11.17

10/19

11/28

4/24

12/27

7/10.13.14.28

8/28

地表下1.95m以下、湿地堆積。

盛土のみ。

攪乱のみ。

検出できず。

撹乱のみ。

地表下0.9m以下、青灰色砂泥の無遺物層。

地表下1.1mで平安の包含層。

盛土のみ。

地表下0.9m以下、褐灰色砂泥の無遺物層。

検出できず。

地表下0.7mで包含層、土師器片。

検出できず。

撹乱のみ。

検出できず。

８
２
２
３

１
５
７
７

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

NG108

NG149

NG221

NG235

NG238

NG284

NG295

NG340

NG44

NG148



ふりがな

書名

副書名

巻次

シリーズ名

シリーズ番号

編著者名

編集機関

所在地

発行機関

所在地

発行年月日

所収遺跡名

へいあんきゅうあと

平安宮跡
ぷらくいん

豊楽院

へいあんきゅうあと

平安宮跡
ぷらくいん

豊楽院

へいあん

平安
きゅうあと

宮跡
だいり

内裏

へいあんきょうあと

平安 京 跡
さ@&うさんじ』うしぽう“うさん鋤う

左京三条四坊十三町

所収遺跡名

平安宮跡

豊楽院

平安宮跡

豊楽院

平安宮跡

内裏

平安京跡

左京三条四坊十三町

報告書抄録

きようとしないいせきたちあいちようさがいほう

京都市内遺跡立会調査概報平成7年度

本弥八郎、近藤章子、端美和子、宮下則子

㈱京都市埋蔵文化財研究所

〒602京都市上京区今出川通大宮東入元伊佐町265-1TELO75-415-0521

京都市文化市民局

〒604京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488TELO75-222-3108

西暦1996年3月31日

所在地

即うとふ鮎うとしなか血うぐ

京都府京都市中京区
じゆらぐAbりなかまち

聚楽廻中町

､&うとふ鮎うとしなかぬうぐ

京都府京都市中京区
じゆらぐ$わりなかまち

聚楽廻中町

@ようとふ鮎うとしかみ鹿うぐ

京都府京都市上京区
しもたちうり幽り”しいるさがなか

下立売通東入下る中
つかきちよう

務町

@ようとふ9ようとしなか鯰うぐ

京都府京都市中京区
ふや靴う恥りさんいうあがしも

麸屋町通三条上る下
はくさん靴う

白山町

コード

北緯 東緯

市町村 遺跡番号

26100 35度0分53秒 135度44分38秒

一一■■■■■■■■■ー■■■■■■ーー■■■ーー■■■ーq■■I■

26100 35度0分52秒 135度44分39秒

一一一一一一一一一一一一一一一一.■

26100 35度0分58秒 135度44分48秒

ｰ一ーーｰ一一一ーー一一一■■■ー一一

26100 35度0分21秒 135度46分6秒

調査期間

1995.2.27～

3．11

一一一■■■ーーーー■■■ー一ー一一ー■■■■■

1995．8．9～

9．2

ーーーー－1■■一ｰ一一－1■■一一一ロ■■ー

1994.12.13~

1995．1．5

ｰ一一■■■ー■■■ー■■■■■■■■■ー■■■ー■■■ー■■■I■■

1995.9.12.13

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物

都城 平安 基壇 延石

都城 平安・江戸 溝・土擴 瓦類・鴎尾

一一一一一一一一一一一一■■■ー■■■ーー■■■一一ー一■■■ー一一■■■■■■ーー■■■ーー1■■

都 城 平安前期～中期 土擴・包含層 土器類・瓦類

都城 平安後期・江戸 土擴・路面・溝 土器類

－63－

調査面積
調査原因

mオ

個人住宅

■ー■■■■■■ー■■■ーーーーーーーーーーー

個人住宅

L一一一一一ー一一一ーーーー一一ー

倉 庫

■－■■■■■■■■■一一一一一一一一一ｰ－－

マ ンション

特記事項

一一一一ーーー一一一一ー一一一一一一一一一一一■■■一一一■■■■■■■■■ーーー■■■

＝一一一－一一一一一－一ー一一一一一一一一一一一一－一一一一一一■■■ー

■■－－－－－－－q■■､一一一ー－一一一一一一一一一一一一■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■



ふりがな

書名

副書名

巻次

シリーズ名

シリーズ番号

編著者名

編集機関

所在地

発行機関

所在地

発行年月日

所収遺跡名

ときわ”し

常盤東
にんな

仁和

の靴うこふんぐん

ノ町古墳群
じいんけあと

寺院家跡

おぐら靴うぺつとう靴ういせき

小倉町別当町遺跡

さいしようじあと

最勝寺跡
肴かざきいせき

岡崎遺跡

そんしようじあと

尊勝寺跡
さいしようじあと

最勝寺跡
おかざきいせき

岡崎遺跡

所収遺跡名

常盤東ノ町古墳群

仁和寺院家跡

小倉町別当町遺跡

最勝寺跡

岡崎遺跡

尊勝寺跡

最勝寺跡

岡崎遺跡

きようとしないいせきたちあいちようさがいほう

京都市内遺跡立会調査概報平成7年度

本弥八郎、近藤章子、端美和子、宮下則子

㈱京都市埋蔵文化財研究所

〒602京都市上京区今出川通大宮東入元伊佐町265-lTELO75-415-0521

京都市文化市民局

〒604京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488TELO75-222-3108

西暦1996年3月31日

コード

所在地

市町村

鮎うとふ趣うとしう助うぐ

京都府京都市右京区
ときわいちのい財う

常盤一ノ井町

#ようとふ艶うとしさ4Jうぐ

京都府京都市左京区
しもぺつとう靴う

下別当町

靴うとふ鋤うとしさ＃よう<

京都府京都市左京区
おかざきさいいうじ靴う

岡崎最勝寺町

艶うとふ趣うとしさ鮎うぐ

京都府京都市左京区
おかざきさいしょうじ鮎うおかざき

岡崎最勝寺町～岡崎
せいしどうじ靴う

成勝寺町

26100

26100

26100

26100

種別 主な時代

寺院・集落 古墳・平安

集落 縄文～平安

寺院・集落 平安後期・鎌倉

寺院・集落 古墳・平安

北緯

遺跡番号

35度0分55秒

35度1分39秒

35度0分42秒

35度0分42秒

主な遺構

土筋・溝・落込み

土嫡・柱穴・住居趾

土擴・溝・落i入み

溝・包含層

－64－

東緯 調査期間

135度42分51秒 1995.9.26～

10．7

ー■■■■■■■■■■■■ーーー■■■1■■■■■■■■■■■■■■q■■■■■■■ Ⅱ■■ーーーーーーー■■■ー可■■■■■一一ーーq■■

135度47分41秒 1995．3．14～

3．20

－■■■一一一一一一一一一一一一ー－－ －－－ーー－－－－－－－－－－－－

135度47分9秒 1994.12.12～

1995．4．10

一一一一一一一一一一一－－－－－＝ 一－一一一－－－－－－ー一一一一q■■

135度47分0秒 1995．5．9～

8．9

主な遺物

土器類・瓦類・鉄製品

土器類・石器

土器類・瓦類

土器類・瓦類・鉄製品

’

調査面積
調査原因

m2

展示場

ﾛ■一－－－－－－－－－ー一一一一ー

マンション

公園整備

地中管路

特記事項
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ふりがな きようとしないいせきたちあいちようさがいほう

書 名 京都市内遺跡立会調査概報平成7年度

副書名

巻次

シリーズ名

シリーズ番号

編著者名 本弥八郎、近藤章子、端美和子、宮下則子

編集機関 ㈱京都市埋蔵文化財研究所

所在地 〒602京都市上京区今出川通大宮東入元伊佐町265-1TELO75-415-0521

発行機関 京都市文化市民局

所在地 〒604京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488TELO75-222-3108

発行年月日 西暦1996年3月31日

所収遺跡名 所在地

コード

市町村 遺跡番号

北緯 東緯 調査期間
調査面積

m3

調査原因

へいあんきょうあと

平安 京 跡
さ98うしいうしぽうじ0うよん＄8う

左京四条四坊十四町

靴うとふ靴うとしなか血うぐ

京都府京都市中京区
てらまちビおりたこやくしさがにし

寺町通蛸薬師下る西
がわえんぷくじまえ靴う

側円福寺前町

26100 35度0分10秒 135度46分10秒 1995.10.4～

10.6

マンション

からす忠あやのこうじいせき

烏丸綾小路遺跡
へいあん靴うあと

平安 京 跡
8鮎うろく印う侭ぱう“う腿G8う

左京六条二坊十二町

雄
跡
逢
跡

いん

院
い

遺

とくらようじゅ

得長寿
おかざき

岡崎

艶うとふ艶うとししも¥ようく

京都府京都市下京区
さめがい齢りろくじkうあがさ

醒ケ井通六条上る佐
めがいちよう

女牛井町

獣うとふ艶うとしさきよう〈

京都府京都市左京区
おかざきとくせいらよう

岡崎徳成町

26100

26100

34度59分31秒

35度0分41秒

135度45分21秒

－－－－一一一一一■■■■■■■■■■■■一一I■■■■

135度46分52秒

1995.8.11～

8．23

■■■■■■■■■■■■ーーーーーーーーーーー一一

1995.10.4

店舗

マンション

とく靴うじゅいんあと

得長寿院跡
おかざきいせき

岡崎遺跡

靴うとふきようとしさ艶うぐ

京都府京都市左京区
おかざきとくせいちょう

岡崎徳成町

26100 35度0分40秒 135度46分53秒 1995.10.13～

10.19

個人住宅

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平安京跡

左京四条四坊十四町

都城 平安前期・室町 土塘・包含層 土器類

烏丸綾小路遺跡

平安 京 跡

左京六条二坊十二町

都城 弥生～鎌倉 土壌・落込み 土器類

得長寿院跡

岡崎遺跡

寺院・集落 平安末期 土塘 土器類・瓦類

得長寿院跡

岡崎遺跡

寺院・集落 平安 落込み 土器類・瓦類
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